
















プ ロモー ター 選 択活性…in sritro混合転写系の開発とそれを用いた解析
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(5)
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iV"1:.scN・.XS・.Ri5,し 現 両 策 柴 の 郵 楚 ε 築 ミ あ げ て 注 養 の 誉1が.酬Aポリメ
ラーe"atpmceluStの 側 こ9・Pvecい ・'s`t・Lて ・r碗 聯 乞 通u匙 て 一 酋 反拠 の埣
βト反海・属 能 の・発現 と サ ブーユ こ ット集 合 中瀬 体 と一の 関4爪 、 ♪褄 合L7ミ 魚 誌 の 酪 糸 ∋古
くど を
ti'・Ef{一・ll:ES,N1・SEz.trっ都 騰 亀 体 の碗 ～ と 」Ptk3reStlStへ の 成 熟(v・tiL-1-tLruHN(sbvL),b
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大賜薗 團Aホ ・りメラ_ゼ(94う の輿 砺 た サ プ ユ こ 一ト6・s*NPt(ua&iebgi一
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reNpt.)k.Eor(cr・BB/cr)N.DNAbのフoロモー9一 詣 戯 Σ 醤 識 し 車 粟
伽)
mStrN99。 こ の 時.QNA'7r.vり 灼 一ゼ はMIXgmst!lililT,ts,,7b・ ら 上 痴 釣3忘bp(堀
く　 サユユラ
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に 稲 ・合 す8・ 復 泊 の 駝 猶 鳳Pべbnoω の 画乙梨 と 呼 は'よし.ρNA合 成}輯 熔
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うとこ3ぴ 夫 廷 い(文 琳}8,量o、 旧 等 参銀蕉).分 子量 臼DNA‡ 血甚 画と列 かム誰 量 ご 眠細 亙
訴 しβ ・SDS一 溜 り了ク ル 箕 ドelレ 臨 ・緻 で サ プ ユ こ一トiE-th離 す9と.ov・Plpl
e一各 す プ ユ ニΨト ぱ,樋3qK,tSS-K,t65-K,qoκ`K=1.OOO)o)蛋 自偵 とし
て 挙動 す8。
なお.倉 サプユ コ,ト趣訓敏う一の オへ。0ン 働 ～(511.SLt人下 のと済 りで あ8。 の
α サプ ユ ニ ・リト オ 而 ン ・rp・M,o・sκ,rp・D,r・ 、・・A・,&・7・L(s)・(s7er-spc領 域 中) にラ
郎 サ プ ユ=・ ・トTAeロ ン:(勺 。乙κ ・t7,CA)rpLa・tl・LL・t・7・)・β 凶rpoc・ ひ'f翻'中)
(,pCKpδ ・5の麟 ぴ 通 地 」驚写 し.rp乙 詔』謁)下 氣 溢縦 けτ ユ転写)
〔4a)
σ サ7コ ニ ット7t・Nteロ ン,lt1)sU,dnatiノ&ltpoD・
6プ ロ モ ー タ ー












姻Aだ リメラーゼ 爪口酪 東 ぐE(r=・or・Bβ'or){9.オ 〈SMン 上 気 域 の 塒 走部 位 、79ロ
モー-9.一.・嶺 域 の 構 乏簾 識Lr=維 錯 し、 噌鱒 位6・b`gtaSFsHgta-y'g.rSvath.藍
写騨 嚇r† プユ=・■ト 竃甘嚥 わ・ら茜 離Uρ 順 撫 隈 図碗 コ了麟 素(β 弘 舟の
で覧進 行一し フ「硬 ロン斥聯 の婚 鱒 位,9一 ミネーク『趣 域 τ題鰹 与乙綿 一鼻 。 才tNLec「ン内
坤 こ弱 ・、輯 軽 鮪 繍'(輯 蝦 衰 鋤 域 アテニュエー ウ一ー 鈍 っオ〈gcrソes9。
7或 のstV}t称 ・vs・方 向 性 に 訓).?NAの 春成 太 愈 が 県 庭tψ し電。 叡 ・譲 対tぱ.
鮒 へ 溜 リメラーぜo">Na合 方 向 が ・搬L畝8こ ヒに な り.呉 の た姻 樋RNA>.oリ メ
ラーぜ の 与ド対 称 ガつ"ユ=」 ット織 蓬しが・ラPロモーター の識 只IMこ券 与Lr=い 魯と考えノ
られ ノ3。
餓A合 撫 勲 臼伎.ひ サ プ ユ こ ッ ト(9m口 醐 素 「ε 鯛 し 鰍A鎖 イ晦 ・反 醜
コSiMXE(bC.3Bi)の 母 で 地 行 一す3・ ・'1して ア ・…oソ 勲 鞄 こ 位 笹 す §聡 辱
誌 錯(ク ー ミネー9-)冷 §ミ城 に5・Vて.食 侭A合 成 毛 侍 止 ・寸&と と 浮 に ・鋳 型Dト!A
76・5'llPtllEPietL,し新t1ti.RNA・eSkE,.tStrMし て.遮 の乾 辱 諫 ・障 終 竃 苫8.1sg;s&fE
臆 麟 醸 断?フ,ク9-mnv・Sとsts鮪,V$のZう臓 恥 ぜ 役
kの 職 撮 で 国.タ ー ミネー9-・ 蝦 演 に(妻G塩 碁潜 づ吻 く ユ圓 瞬 姓 称 髄 樋
っ 配 列{こ 萩 ミ ・阜 号 さ4べ§襖 、の1)NA・ 蟻(seasesltxuacL)に」駿 一す8A残}基 が
2NA側 の
調 め らLUvrvg・ 讃 ら〈八GC越 の 多、'極 補 陣 が へ5・tO>PttSE■ とり・
こ↓＼び'単・窩で冬ξまの庸 きと冷,一て.鑓DNA樫1の 醗 し7芝A残 基 と新 生RNAの 漣
善党 したU残 基 噛 ○頼 互れミ用ヌ1の 弱 い一,,liノ分τし㌧転号ネ隻合体6N'W囎 す魯苔のと考え,
ら眠て いる.オrXteロ ン に ζ・一て鳳x:〈 廻 ン 肉輝 の特 鱒 域 でPNA合 訳 駅
載 親 てLめ 輔 謝 榊 願 域 け テ=・Lエ ー9→E5つ ・ この 麟 蝦 軸 蛾
(ユる α.)
臼.9-一 ミ ネ.一一9一 苫策 ゴ)髄 芝 噸)τ い8。
このぎ5勾 一一」亜一の 車 ・写 臨 ・1こる・、、て,前 述_し 喬si)1こ λ へ9口Lン 説 に 従 ってDNA
8側 の 儲 職 迷Lが 注目tん'そ の塙 基配 引 の変/伯 力Ψ フρロモー9-・ ρ弧A爪 ρ1)メラー セ"
篠倉鋒 彬成 の如 キ じ桝 乙 民 ほ丈 ト り.オA・Ptソ 内賢 で吻 酬A《 哉 願 に縄
(Ttと え 口"27,2et;Ra,295,.)9ゆ
を与え.1～り「旋Sこ と!bN.」〒＼こ戯 「こミi配 。 こabG;)～ぴ 「隻・イし、.iSN'(?N.ATreリ メラーゼ'の 唆 イしに
9・-ttlFLC'.】 翫 ぐ暗 キ醗 現 矧 御 に 隈 与LnVEI$と6名え・らLYLIS。-S7tiPh2)・
騨 劉 ヌラ ーゼi・・6N'イ噂 的 楊 飾 を 肇 け ト り,薦 ・・(・Sk1・のszaSrgxffp因 …・(
払 の 茸)魯 しで=る 乗 研 究 豊 で は 「」準零pa{}-」 「Tr酬s(浦 ド台 αレF猷c十 〇rs」 と 呼 わ
で'い6)バRAtA/rf〈eリ メラ ー ゼ に 物 理 的 に 作}用 殉す§ 、〉と1と よ ∫てR珂Aホ9リ メ
ラー 「ビ の 状 態.が 愛 イLし ノ./瞬 型t)NA上 の,儲 〃)詠 ・識 髄 ゐマ「曳イ乙L7… ・t),願A
ぐヰロヨの
es伸 髄 渡 が 劾6し 為 り=;SSと2gRt34--c"as8.このの な 制御 の7B6PtF5、
ρ刈Aボ リメラーゼ の母 的 俸1}御(醸 素 の 心 成 ・為 在 窄 、御)1こ 舜Lて ・垢 健
犠 ・破 イbt';bgfO・1〉 質的 制 御 と 虐う ・
雛 聯 τra・ ・…sの モ デ1レ
RNA・geり 灼 一ぜ 〔こ〔ES[賛的 に異 な3状 態 が隻轟 と糊 て 提 唱 しrEの(9
　
1「「uversで あ8.狼 臼 聚 鞭 ㌣レ御(s十trlrLgentcσwvmbし)の揖 免 Σ通 し
て・QNIA7TLeリ メラー ゼ に 」鱗 曝 Ψエ(プ ロモー ター9択 悔)の 畢 な翻 ズ態 び亀
(31)
略電 ～ビ 弓ーδ モ ニデ"レ 「!!.,Xl!fjNしでiこ。
緊 飛 制 御 と嘩 ぱ・Kる鼠 象 庖,XMtlE了 ミ)隈 飢 翻 蔽 鰭 杓 こ移 満 と
?.
t2NAとr(≧NAA合 成 群 た智 う【こ抑 制 工戯 ・ ぞハ繰 引 き説 いて 航鰍Aや 蛋
rシ≧.33.34)
蝋 の合成 も低下 「『葛痩 象こて・あ8。 この制御 澱 轟 ぱ.堵 帖 の鹸 夢化
に・蝶穴弐"て 一鮪 勺に 魯討馳 の増 弓直を 抑 制 レ,新 しい環 境 にす寸する」肺 ・εイ馳
お 蝕 ～の胡 節再 勘 ひめ τ"a7>gと 解 釈 こ戯て い3。 暗・⑳ 驚 個 こS)て
,〈NH9の 増 づ直速友 が噸 化 し、 その速叢 に 葉柄 ・Lて リポ覧り一ム やR輯A脚 リメ)一 セ'、の
ノ
量 艘 動 恥 蹴 鰯 適麟 依 存 燵 の繍 ・礒 梅 厭 嚇 て い5・ 舗 肋 臆翻 羅
細 胞楠 直駿 依 春剖 御 〔母.齢 導 麟 素 弄tと 童 いk〈.Slr51包の 庸 哉 的 成 場τ"あ8り
示"ソー ∠N《2tQNAの 合炭 の豊〕蜘6殴巳曳 らψ候§翻 ソ'ない轍 弄いご'あ3。
窯 龍 調 節鄭 の 大賜 菌{こ二.魯いて 瞬 徴 的 な ことヒ して,マ 》㍉ ク スホoット
と呼 ぱ れ3PPρ(fPP(ゲ 了ノシン 些ー3り ンtw-&ユ ・ル 酸)せppCrPP(ゲ
ヲ ノ》ン ∫ー'一ユ リン魔 一3乙2り ン酸)奪 ど のNリ ン酸 ヌワレ オチ ドぞ 緊 編 調 師
tS9(s-h・insents†aru・urtbnPt・tei(-SSP)と 朔 ξ欲8蚤 醐 ぶ
認 め ら」N9こ と で め3。 こ,frs.ちの 因 う が 飢 餓 環 境,・yUtv・-a;sr>め の重辱
な 因ド》ていあ8と 老 之・らt八て し、'さ。
この♂ ～～毎 聚 備 制 御 下 の]SYB、 御 に つ いてTrauersら{9,ppGtPPとR
ハAだ リメラーゼ'の 不憲互1乍 弔 、」転母 と魏 天 との共・坤泣2芝 童 視 じて ・ 織 置漸 奪秦
と.RNA7「 ρり)と㍉一・ご との神 互1祥 用 し」8RNAi.。 リメラー一ヒ['の動1写 瞬 単 璽賦喪 換 モギ}レを
提 口臥 養 。 総NA、 隙NA侮 成 の 岬 蒔 篠 と と西PP鱒 と瑚 剤 こ遠 馴 た 繊 訂
t6.
あ 〃泥roR杣A合 成 系 芝 用vてr食NAer・ クト ヌ ・XAeロ ン 嫉 良艮Aな ど ㍉の 合 曲
9とpp&PP・2i:tll.ILの 妨 巣ECt.」Btし に.ヤ の 蘇PP&PPb"・rρNA倉1財特
`3Y)
異 的 にrWJX「3,e・xt'.・ 釣 酬A合 成 劇 な 黄 藩 な 彩 奪 を 与 え な し'こ と 乞 禾 し～ミ。 その
彼PP(ipp6N,'[≧NAirr.oリズラ ー一セ'匡 悉齢 レ ヤの 帯蘇 奄 写 年緯1生6Ψ 委 換t箆
占詣 論 した 。 繁.翻 鼠 瀬姻 丁ミノ酸 Σ藪 移 、&fMeftr-tPNA学 ㌦ Ψ團A
　 ほり
11(eリ又ラ ーe"1こ き吉合 レv・vRNAAp成 の ハ足進 ノ嘘 向 五 毛つ こ とン 、 繍 葡煙 景 国途rEド ー
(3&3の
TwT9ネ 遠合 必 通寸2NAホ ρリ匁ラ ー-e"1こ 繕 合 レt-RMA心 砿 のAfiiiE,21S.・sreixnS-15{っ こと,
そLて 繍 倉々 因3[F-20し が やr#り 良NAズ リメ ラー ぜ1こ 齢 レrRNA合 成 の
て　つ
促 細 通㈲ 乙{つ こ と を 木L呑L。,こ 」人 ちの 蔀 甥』{ミ∫.RNA刀 で リメラー セ」ソ苞 ズ蓬蔓 の
国 」チ〃)画§合 に 革 リ 晦 勾 特 異ll生 き 変 え志 丁 ロ ステ リリク 麟 束 マ・み り.侵 の車.写 塒 異
性 か う 庚 類 しτ 捜 数 以 」切 状 態 のRNA・TF:。 リ叉ラー セ:16v'蘇 域 てuasどysモデ
'レ 乙 提o昌 さtδ に い 養)径 」 ぐ 図2)。 この モ 「芦 レ に 言 ミ と.翻 蘇 置 議 要
xのrPr"gEms5Ng状態 に め9・?s・D6x,tR21NtA7/1:.Oリ 又ラ 一ー et'{>4tsl」Lてt,,LRNA,,laSIA
恥 電 七RNAIE-ftEも 醐 こ無 辱 了 薪 榛 碕鯉1こ 愛 換 「S9こetこ 屯 「こ.苺㊧ と繍 訊 の共
.車う匹 とちえ 」 う》と くτXl5。
寒3節 愛 的 制 御 互 隷 恨 一す憲 シ尺テム
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図2,一 ㎞ 爬rsの モ デ1レ:翻 灘 」蓼素 によミ)RNA/TIPり 丈ラー ぜ の 転 零 特 異惟 斐換
RNA7に0りYラ ー ゼ"(t了 ロ ステ リック 賑 の老之肉 匹導i>＼ し7ミ.τ'「auersら のモ うよ,レ1>E#LYし
tif1大 筋1菌RNA7FSり メラーぜ1誓 鱗 置一の.魯専集.の ♪農度 変 イ61㍉ 応U在 ♪電 互作 刷 こsゾ
砥 鮒A輔 …型 に(卜)臥 凶A,r{?NA」 転 写型 ぐE()..)r婦,む`ぴ'七ρNA転 辱 型
(ISC・・)-eRNAn3韮 聴 Σ 奨 換 丁 る。
i2.
7P〈 とも 彼 ちの 実twし た 鞭 肉で 質 酬1御6・ ・kfiLτ い訟 と を示 し7=.「 平・麟
の"S79・ 一一S-llStscrg、、by狼 ムの↓糊 し 曲 偵的 制 御 に うなム噛.考 県 ε 行)て いδ単
庭的 な 勲r多6w争 嚇しあ §。 こ臥 ちの ・馨r旨 は 、(1)泳 ¢itroρ 尺A合 成 粂 「翻脆
しト リ抑 制 し'rEゾ ー9:sonl}ge1gR$uexと して 流 劃 謄 因9(>G・2)・ 鞭 は ω
R.NAホ ρリ>L.ラー ゼ 遺 伝 舟 の変異 乙 岬 制∬し冷 リ.巨NAだ ワメーラ ーゼ'の 彊1こr)て 碑制
さ帰 量 佐 的 蝋 を示 Ψ 遺 伝う の つく冨蚤 白質(灘)と ・づ ユ うの カテ ゴ り一
に 大 別 こdL3。 だ ・み ㌦iONbの=… 報r§rの争く`ぱ 良NA不 ρリメラーゼlt4k用 して 曽
的 制 御 乙お と尽 わ1隠 因書 さ ・禽む 粗 精製 風 分 ε 議)「 こいrcり.鷺 の物集 巴隷 定⊃
一す8系6w不 た.分 てt・あ,F>リ 、 あ9い ぼ 、 堰ワ匿弊 的 な 解 祈 の∂ナ1こ 毒冬わ リ輿体 の琶
或'が 不も庚 「ゴあ8一 等々,端 的1ご 萱えノぱ働i嗅 象 の 終 馳 の∂ナで'「蟻 細 な 峡!体舜 た・6、巳亀
rJ3」 べてIF5庄5ず 『貞衝沸}御 恩揖 究 す るう の 【こ と)て 洒 尾 「すぺ き 報ヨき'冠少!憲 い 。
管 灼制 御 の揖 施 は.熱 冬的1こ 吋 因∋ Σ功 商隼同定 レtヤ ノ)転辱1因子 と して の1健質 乏
thnd≠r・ の 精 製L蔦2NA容 成 条「="轟現 ごで 一て ホ コ ことが 重専 で あ つ.局 時 に
&憐 郎腱 Σ用 し1て適伝 号座位=乙 来tす8と と考i耽 伽)・仇yゼ ・の 側 εE蒋
らか1こ し奪 ケ畝.ばz》 う～奪いρ
こψ燵 ゼの 醜 報 青 ε 嫁、リ返って ∂ナると 、RNA爪0リ メラ ーぜ に 質 的!羽 変換 が δ
きて いF・一・一と(τ 首 ・1ヒdiNも・厳 に フ映乞ギゴ§ 適L当 附 シ尺払 がゾ勅1)葎 ことが:蛍 的
制 御 の実体 乙 蝋 らか に す る士 で 一一)の 醐 戸『にrも て い に と好 られ&・ 舶 で'に
β,
表.2.為 〃itro斎rc"棘 出 さ漱た 大賜 菌 蔭 白噛 因 う一
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購 閣塘 のノ馳(J転 鋒窟嫡1浦 「コ嶺能)














th!㎡ 吾び 駆 辱 莱 て・RNA合bk(こ 影 解 苺 え・さ り,良NAホoり メう 一セ・と澗 削 ト用Lた9
了3iと ひ 斡孫 し して 報 羊rこ畝 マ～」転ξ「因・峯麟 巴 津tめ ～ミ・
4.
表3.遣 仏 讐的1こR尺Aホ 。リヌラーセワ養能に弄3堺 乙与え届 ことが示 ‡JNr;因3一
遺 伝 号
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4醐t7K(HLP.1)・ 防 ン(・SStン耐 隈 抑 糾 ∫2.s3,YF
{025Kλ ノ/畳 醐 の膚 能 驚 窺 に略与寸 る循主暁ss
t4」 転尋 とsる 馳 質合 成 に 争面的葦タ讐s6,37
6369K(L)λ ハ!蛋自嘆 の犠・鰹 跨tlこ関 与す §i強玉困3-4Zt,Sg
tiK(S10))Nrk自碇 の機 能 溌～環.1こ 劇与3§ 撫 主因う一 」9
t4K(Sl.2)'St2Sr自 質の愛異 さりち ンび 》ン耐 匡 ぜ纐 凶 魚る1.位
53Kcua4it自 賃の要臭 芝…リ'73ン("〉ン耐牲 て"pm1.163
50K`g)rho蚤 白霞の変粟 乙 リー フ了ンce>Nンi耐 唯Eで'襯964・65'
リ7了ソeeNyン 耐嘗 Σ鮫嗣s3
64・K(AT(Fih・・)輯 とAr㈱ 成 に 樋 的保嬉66、6・7
遺 騰 的 に 鰍A饗1以 ラーe"の14「vに 影雫 縛 わ 樋 乍 用 がf・k・Q.tLqa.rt因9Egeeめ 箆.
リhンc`)・ ソ耐 惟 悶RNAneり 灼 一ゼ ♀寸 プ ユ こ"ト の蔓黒 に よ・"c!Sしug.
s.
E6い ら甑て き益1方藏 ぱ.尾 況 磁 戸ご)良殴A合 寅 漁rr"㈱ し降 甚 衡 の 賊 を追 う
と・う 》乃 ム づ吻 し・・ 切 太迭 で'rG;P・"A合 成活 性 ・搬 へ の「纏 ぱ すぐ 判 たノ き§
握 賦 ど のto・ ・`}・6・"どの も に榔 響 鰻1ケ て(190ゐ ・判 断 一ピi・.・1,gLし、.場 蝕
よ、「=(9イ 足進 とバ午制 とが'糟 殺 しあ い.奥6'1す 上 何 の 安イLS融 劇で ぎな い こと吾
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艇 じて プェ)一)レ 処 還 で 腺 蛋 自 質 をLで=狡.=[・5-}.,1..ウ ム プー ロ ミ ド ぐE…tB卜)-r益
化 セ シ ウム(C・Cし)平 衡 藩 遵 勾ca超jk心 で プ ラス ミ ドD尺A芝 矯 製 した 。
DNANTSI三bい5萱eイ ー(tOWtレ{τ 酋己一K.(曵 、pHtて4,!SDmト4》〈q.(XL冷`ぴ
O■VVLM1ヨ)πA5中 に 保 存 した 。
笑3坤 十 しtn・(琳竃 しte四P((逆esの一論 被
寸 で に 糖 辰 ご 畝 て い δ(一 蜘 粉 建表 に 実 立 っ 湘 桔)フ ・ラ ス ミ ド・の 髄
お'ま'ひ ㌧み ↑ へPロ ン の プcrR-9一 樋 の 塩 甚 画と則e碁 に.十 蝋(:CLfetし 十.eWt-
P【欲 ・ゴ 翻 製 の9)ep-t(一 て 各 ワ。瞭 一 ウー ご と 【こe。9、 。6A.g,一 。bpのDNA
ユ∫,
鰍 で 鴇6。 ～((S・bの フ・目モー ウー 宙央 のzaSSf-re#21J・zsx{ttsl1LUtZく9grう 護 訂 し鳥 フ。
ラス ミド の樋1芯 前 鱒1と 示 くriil一 献E参 ・老1こ し 手てミ.DNA塩 甚 薗 こ列 は4)〈
(SS)ts6;





各 ㎞ ・蜘 し セ 駄μ姓 鎚 の『騨 は 彼 迷 』す「きが 緬 椥 こ・芋通 コ霜 太
戴 乏述 〈urrs〈 ・ 制 殴 駆 夷 の就 ・灸 件 は(bUSPf・ ・L6Hanben」 ・b。rab
'terソ の 与蜘 こ 団 冒 囲灘 しr"・ 登姻 ミ・とL℃ 表 爵 闘 反沁 亡覚 憲 ため 、や
定類1と⊥ てloO崎 殻 の ぜ ラチ ソE》 斎加L益 こ16Vi爾 げsらd/kk。DNA>殖 度
1～導 ぴP械A制 限 麟 夷 ‡也図 力＼ち 綻 用一ず§」制 限 麟 素 で1橘 戯tψkδ 】崔イ立の 撒
を箕 狼 し,制 醍 瞬 秦 の狛 性 か ら 癒 妃 ご賦 し 温 度 で 瞬 閤 で 完・遡 断 巴
お・こ す嘩 素 凶辱量 が 棄 めB・4・L9。 峻の 必 専壷 の 迭E反 沁 兎1こ 瑚 臥 て
反応・を閣壇 し 、 血 宜 切 断 夢ぐ…玩 を ミこ・壁 レ1配 凱 〉油 ℃"モ=,9--Lな6い も景 蒔
悪 反応・る行 ・㍍ 齢{こ よ・て ば 途 中わ＼ら制 肢 燦 派 を 蛸 量 雌加 し 鬼
合切 断 ε 行 ♪モ=・
調 製 の各 級 嗜 で 昌的 じ 芳3凶A鰍t蔵 制 恨 瞬 素 て隻噸 断 謄 凶A
断 片〉貼 鞭 をP・?pa・ahNvera-r"レ馳 気 旅 動 π励 離 レ9i"lt〈 ・*tr'PNL〈rt・
せの陳,ゲ ・1レ上 での 扮 聴 度 蔚 まぴ ・り一1レか ちの 把 嵐効 キ ε ゑ 尽 し 状 のB
26.
鋤 気 蟻 を イ建い唐 サ 鳥VSh5.ω ・92gq。。bPsり 雄 いbNA断 膚:、,≧%
了刃1'ロー ス ・V'レ で ㌧今遂佳 し.尽 的 対S[〉 尽A断 戦乙令t」Ylレ 意年片 オMら1電 欽*蝿 ＼
で 梱 嵐 し 爬 、 ω 約4。 。 ～q・obPの 囲A断 片:3郷 いし㌻%の ズ リ
アフ1ル 箕 ド 励 レ 馳 気 瀬 で 痴 離 し ・ 甲 レ 断 榊 ら 電 嫡 蜘 法 「・舳 坦 し蕉
".'Sb"(3)約400bpよ り八r-L・DMA断 片:4%な ・・し6・/・の ホOlノ了クリ1VS
蕊k畑 聰 期 働 で 命 幣 し 鴨 断 臆 割 棚 レ 癒 凝 で 鼠5。qk"ng
嵐)・ 電 気 演勘 の 瀬 翻r迦 冠 垣 一rBEb、 ・ま』 一(5c).A'τ δs-B◎rk,
pH9・3む よψひ 覧畔4E町A)E用 い 誉 。
DNA鰍 溌 痩 の*?gltg*k.i4KzaE5iLig73=めIT・'1レ 彫 歓 泳 蜘 、6・ウ 、Et
6P≒碁きウ後 ・ftの$99X{eJro
.ソce-Loe』 し ネ土一の マイ・フPデ ン》ト メーター で ・ele量
Lて 箕 嵐L峯 。
上人下 〔こ 各7。 〔ゴモー9一 ご'と1こ 艇の+CUrVLαxトecL+e肌Pし ω←sの ・甑 製 法 ε述二
べ'9・tsmu9・ し 伽 μ応 のNlem図4狙 ひ・S(こ 永 し在。
伍じ(u)∫)フ 。・モ}9-:pUB ->suEEDasでt-CXI・paX-k,laじ 腿 髄
ユ。sb")のD鵬 断 腫 残 りの べつ 勺一一eldibN5ケ ・レ賊 繭-粉 離 し.KSI¥L
し』
卸 プ ロモー 勺一;ρ ω刊 ・陸 〃紘 皿 τ・吻 断 し 了テこ 江 一鮮 乙





























図4・h-・An⑩te・A-temp(aオ ーesの 末随 と 」鵬 渤(モ のD
灸 稚 プ ・モー 鮮 給 か 鼠轍 体7.ラ 於 ド 乙 耕 蘭 蘇 で 伽 断 し 庄 喚
D鵬 断 隈 ケル 蹴 瀬 で 分 離 後 塘 勉 墜 ・ 辮 附 欲 参 照 、St221S16fi(zv
がDNA嚇&蜘 》 ・モ+か らigX・S」NgRNAE;gLb-9・DNA酷 繍
の1磯 働 の麗 の・1S9}lcr… 一・t)-t-Cδrs,le)1こ 蜘Lて 緬 吠 乖.五 嫌
」)NA蜥 の長 ご(靴bp-ha・epa・・$),P側1こRNA脹 さcse位,b。.bases)


























▼ 雁 工座位 ・
↓ 茄わf工座位.
図s-truncateck.t?mp(ates備造 とSt写 産 物(物 の
白ユ三鯨 灘1錨 瓢搾匙鷲 藁 ヨ託瓢 £犠1群謝 鳥
[AユrrnεD鵬 断 牌 午 ・ilSEL6・ ・'r
rnZ1ip/.rnnlSip2ユ)のフ。口=E..9.一16




麟 酷 瓢 綿 鷺 片'漁 喚 乙善つ幽 姻 軍
[B〕 「7'sADNA断 構;ia6Etb・'・
7・・A7-・X・uン の プ・モ+燐 齢 む 麟
蹴儲轡驚禦叛鱒薪驚集纏 諜船灘之慧慧訴総
ユ9,
断 睦 ∫ろに んtA,tLエ で 甥 断 し 了 テ こ エ!一 ・-9-'ZI,.,iS)glP7SLN・t3qbpの 酬A鰍,t・7・P(s)
芝 得 を ・t770P(S)DlA断 汽1智.考 う ひ ヒ う の プ ラス ミドpAS6ユ1か ち・レ 得 奮 。
pAS・6・ ・1?S,ZF・ 。eエ と!短 工 と で'切 断 し て 得 た1ユ ユ πbpのDNA断片 乙 ・・Tt'51こ
Hh4工 てt"tXlvtStt'す&こ と1こ ぽ って4等1⊆oLがし,iうL「 こ4讐 在 ρAS6:」 、 宙 来 の
吻)ρ ぐs)DN,A樋 肯 の あ6ロ ット で ・1ミ【。 【BqbpのDNA・断 片 の 催1こt>.2t-rbpc)NA
twkbNbS,1-5e(,に雨t30tpと 約170bpのDN.A断 触 ¶泉 在 し℃uτ Σ.フ 。ラ恭 ド
〃)蝉5蓮二73・よrひt'ト リフ。トフ了ン ・T〈 ρロ ン イ茸重二の 柑tド艮瞬 乗ミt也図 力、ち 誰 副 し「こ、'前泊1苞
t3qbPDNIA断1こ 憐 措 一す8ト リフ。トフ了ン ・T〈 ρにゴレ よつ 上 蜘 戯 め、ち 由 央 し ・ 爆
(9〈 ゆ9一 の 了ン ヒ・シ リン 耐 性 造 広 ∋一(bla)の ワ・ロ モ ー9-一 き,含む 旗 哉 がち
田央 しτ～杏の と 考 乞 られ §。
rpL」 コ・ロ モ ー9-・pcrLO・-2・;EH、L・auで 切 断 しiGse5・ATi(6。8tp
のDNA断 歴 さ ら にHrk+■ で 切 断 し 。 り。L」p左 食 む 訓 。トPのDNA断
片 乏 得E.
響4フ 。ロ モ ー ター:PδP・6f2&乙 工 とHth・L皿 と でtN断 し ・87
t'・tlのDNA断 熊 得 臨 当親D・ .t・,ls。n。(μ ・x・P〔pmと ■AS+)■U← 〉・6N5
(aO)
の私 イ右(後 に.「輪文 とtて 公 表.)1こ 碁 づ き・iのD"A断 片上1>tBl)hpsAの フ。ロモー
9-b・"b饗 けii5TsCてuigと 寺想 劃 ん鳶 が 諭D糖 断 歴 痴 吻 鉱 貯
兎 で 鼠 い憲と.・複 数 フ鍾 のR.NIA葎 物 るW黍爽 嵐 ご ψkた:e・ 卜tDbNA断 片上 の7。ロモー9
BO.
9一 ε・詳 細 巌 慈 し 睡 課 、4っ のt7・sA7。a{一 一9-(Pレ)P4)があ リ,tt引 こ
角噺 継・不苑 分 一ざあ1ミ 危Ψ 府 一 の」転.奪r方向 「と彰 つ`li矢ロノ)フ。ロモー ウ 一ー 6"'Plの 上 弟 し{こ乏)寄
(rD
■tbV'1わ ・6㌧在(POと 仮(〉 ロ呼ん て・い:ミ)ぐ 軸 ヨ 【冨 知 略'す 恩)。 こC一ち のザbロモ
9-'E,)}Nll・-ls`ST=め{こ,e・'r・ ・(bpの 凶A断 片z伽且 で 割 断 し 上 東 のps,P2
(es"b-P・)総 む36rrbpの ・7・sAp(1$)P杖A断 片 と ・ 下 勅P3・P4槍む
np・th・(3S)DNA断幣 係 ・ 軽 ・昊llに・R・r"rlpのDNA断 竪 欣fエ
r"'tNlts`tし.Pt・Piz含bsq{bPのrp・Aρ(IL)DNA断 肯 とP3・P4zaか
{久4bp4)hf)∫ ・4r,D(8L)DNA断肯 を 倶 マミL。
rrnE70にUモ ー タ ー一:pRP-1をEcoR工 とHL;vCt皿 ヒ ビーr切 断 し.酌9σD
bpの
…Ep(L)DMA蜥 を 得 匡 。 このDNA*tKb〔 こCNn.。Eの ユ)の フ・ロ
モ ー-4-PlとP26w含 尊」κて い3。 こ ち1こ 角EE917の 峰 果 一.nWtEと 慰 蓮 寿 面1こ
未矢ロ蓮府 の フθロK-9-一 一(イ 反1こ.飯 と に呼 ル τ し'い§)かv・ 春 葎一krcい8こ とが・甥 ㌧鳥
idNち の フ。ロモー9一 験 碓 一赫 蕊 め'こrr'nEP(L)鰍A断墜 旭 。Uτ 電'orag
L「〉 ・ ⑭ 蘇 ・ 」ン最 のPlとRとE&ひ ・e・94"r。bpのDNA鞘 と 下氣
のP襲 合1}酌8ユ 。bpのD杖A断 歴 碍 』N(94・ ・robPDNAUsilerbの フ・ロモー
ター Pく は ・4/c{工 切 断 「ご'不ミ古Ψ生 さ喉 憲 こヒび わ 述、)に のτ ・1,・Ha=t切 電「D"へ
断 牌 髄 をrr・Eb(1)蝋A断 片とLて 用L・ 鳥iastePl(9.egiQO・pの
凶A断 睡 に 春 臥 て い9・Aa太Pユ Σ叙}釣 旗 。bpのDNA断 榊 ら転
31,
YS・KBPiEM・kのRNA2味 豆く了蘇 め・ 吻 工 で 切 断 しkのPNA齢 総 液 ε
吻 昂(のDNA断 片 と し「=駈 応.こ の とき 匿 は14ibpのDNA断 歴b春 在
しτ い3。
reeAプ 。ロ モ ー9-:pT"・1-一 ユ 毛E。 。ρrとs、mHエ とで 切 断 し 得
らt」・Lr=・・gel.TkbPのDNA断 片 を 一rら1;,Ha2皿r`tt"断 し,・30)bpのr・e・4。 を
含 むDNA断 片 さ 得 峯 。
第4節 為e-c'txo」 転 写 東
撫 漣卜的 な 艮 応 条 件 は ↓・ん下 〆)と お ・り ℃"あ 勾:反 拠 構急馳 嬉5遅)拶 し,反 穴 滅 し
組 戎 に∫5re…A-rrts-ff(丸(pH7'9め 「3マ ℃)・3M目 μ寄一ac・e+[i`te・o・1
・・MEbTA,。 ・(・M,DTT'2Sp9・/i!St又'ル 了一 ゼ 、 フ`)一 一rBsA・5"・ ・FYt(
灘 困&足 し 養 糠0硅 い し ユ 。・・,・M)Nα(£,魯o」bMHA『 τP,Cτ ρ
構 ぴ(StTP,α ・5,・LM[:・Y-3;-P]PτP(sρ.acfr.(…2× ・・6cp陶 緬 し),
α 鞠 威 ず つ のin…-cnted+鍬Pしa「es,
,5LgZk'プ σロ モ ー9遍 樋 の 〔(me
量 のQ卜4A7に3リ メラ 一ー?"爪 口.1麟 素 てしヒあ 風 反鳶{こS)て{冠.0・.irVNUない し1・O
MMppaPP8勧 ロL卜.
RNA合 成 反 府 鳳.以 下 の 一ぞ}iへ鼠 に 犠)一(こ 行 ⊃る 。 甚 槍 乏 舎 ミ←ずDNAと ρNA六.o
収 ラーゼ・槍 む3∫ 直 の反た 液 乙3プ し(無 は 猶 定 し径 温 蔑 泣7℃ 釦 ・し4「7ec)
(3Z.
で 時 闇ttだ サ 昂 輸 加 温.ぐpredacubct±e)し7=(図6)。 そこに ひ け て ・甚 貧
ε餌 間 し,'・N)gt…'・fbe・EilLLて'1・L・tT=(sPtの 翻 溶 疫 を 加 え てRNA.£fN'E.ss
宿 オ せ 冷.EgtFEgKtユa/QL.最終 糠 聴 減 の りhソ 巳oシ ン(蕃 ト は 一賛 の臭
験1こ 青 いて200ド9,/し ヘ ハ・t.)ソ)ENcrえ て.新 在 蔵 」転 尋 照 婚 乏 榊1し ・瞬 間
罠 ド巴けf?LNA!期 伸 長 反応・吃 たづき有Lわ マ`る 。 反た ソ停 上={冠 ㌧ キャり了一 と して300
醜 の 大 賜 菌tRNA菩 蕊 はr{?)xSAz・ 含定卜4LOPtM区D-rA蒲竣.タD輝 しΣ 加 え9ミ
とに よ ゲE。 輔 亡』LをOと し「ご.3ま 葡 と.(?.txSA・合成 窯 拍 阻 」鱒 ↓と 「Zlir局瞬 に 添
加 一する さと 〔こ よ り,一 回 ミ 覧)⊂sしveelerrりu舵 丸)の 車 写長 為 ・乙 測 定.一す8一込と
が で き ミ・ 寺葎'曝 間 亡;E長 く 一ずれ ば 寸 δ 隊 ご 」転尋 勲 ・の 蘇 坂 し(r・ec>te(e)
かぎ湛 ミ 。 糎 数 回(伽 しししなptert)u〃uし)の 霜.写 反.六三1とre8。
甜 尉.謙 準 的7e反 沌 剣 牛 と 盲)た 場 心 は.5て 遍 夙Na(LQ.τ ・370(レ 、DNAと
F2.K(A7trNeリ メラー ゼ し激 合muの 苺 前 加 遁estt==6・蝋,葺 憤 と リブsン(・)一ン
19周 時 添 加 ぐす 礒bム 仁=0)・ 綻 ～'てQ-NA!筒 イβ振 反7v・ 伺t)'甘 滅ル とe
う餅 と 数 てU3・ 舗 が 嬢 した 場 令{こC9・ftの つど ・瞳 箇 所 醐 ホ
伽す唇串ち に
,し トo
笑5飾 車 写jEYfiJの ・介離 ・周走 と 定墨」




























)レ (rぞcycte) (el。㎎ 嫡n∫







図6.滋 麟 卜0恥 輯 乗 の 厩 し要
新 一&に 購 敵 た 幼 虎 伽 飴 蛇 写 乗('"tJ〃efrbvyt)×ecL'tl"alytsじrじP+{"σns蜘)
の芳RSt馬!2元くLτiこ。 譲 旺(9本 翁こ(尤?栄 斗とブ∫法)芝 参 照 のこと 。
B4.
鍼 量 £鰻 施 トめTCA不 藩・匡 肋 斗 ラ験1こ 便e・ 残 り9・ρ認/欧 のRNA
良鞠 芝 ・分 商佳 ・腿 一ずξ た め1こ げ1レ 電 気 〉凍 動1Σ ろ＼け7Ft・
亀 気3矯 η1こ か け8す ン・フ。'レi智.α3MNa()Aじ(酢 酸 ナ トリウム)舎 肩 に 蘭
裳 確 綾.エ9ノ ー1レ 沈 澱 しSll:・pagip2.り ・1・qの α3渦a。A・eABtSTESb・・±1・r
(B。n・WtTrts-HCQ-,pHπ・47i5。mF・tNcxc.Q.,韻 ひ5・ μISSDTA)iこatw
工一じ 、 勇 ひ■tエ9J一 ノレ 恥 遡 と.茂 しτ 二[91-'レ ・りン ス,Σni『 「ノでi6究 灘 物(9.
ジ粧 乾 燥 さて た 後 一8ρ の サンフ。'レ添 飛 ぐge%鋭 材 ン ホ仏 ・於 ド,。・1%
∫DS,8%ゲ リセ.ロ 一ーレ 、 忘紬λEケ 「A.〇 一%βPB15';t'CALs・o、覧%XOう
1こ鎌 し ・ る甥 ○ ∫ 分 慮 の.職 綬 ♪1〈上 τ"急 玲 さ マ ト φ このムろ ユ1乱1冒.ユ 穴
上 の 連fFで'の ρNA潅 物 回 僻`E「 詐」享「f§ ト め τCA不 奉 」駐 力 ウ ン ト 乙 蝿ll良 し,
残1)16匹2電 気 泳 嘲 で 庚 新 し在.
電 気 瀬 ト は8M」k%.2gむ5・/・ ・sい しtOf・ の 爪 。リア ク リレ 了 ミい(tm,n.
E)EN・ 略 ・}7bjレ の 鈴 個 化 Σ 充 虜 行 の で 脈 め,使 馴 こ 知 乙ち 豊 温 で
1睨 静 匿L篠 。ln> ・5糊1Negl・ 一一ンENぐ 可Nr>め.央 隙 の 趣 気 泳 動 に
失立 ち ・ 定 電 犀 約 ⊇適σ¢ デ 昏 ユ 時 闘 の 遍 兜 ε 臭 施 し悉 。 薦 嚇 釘
畑 蘇 雌 τ昨bqSSe"一 一c"'ie)3・Zls永 動 は サ 》 アJVε げ1し に 廉 て た 役,
尋ず 鹸 丘4。 ・Vl?s-,(g!sls'DT[7'Tt's'7abFllii婁 輸 と 猟 ＼vン プ 、レztr・ レ 中{こ
糊 さてf・ ・Rt鰻 周 ・。礫 醐 ユ㎝隔 蘇B翰6岬 レ衆 下測 こ
3雪
達 「㌻さミ尋「ご(疎 珈 窪巨離 垂913αmし)泳 劫 Σ 舐 ウる 。 豊温 で 通樹4rGFい し
ド瞬 闇、E与Lr=.
こすランラ・ソ79)
趣 歓 瀬 喉 のr'1レ ば 奪 燥 さで 一ず1こ ・㎡蜘 ・ビ』1げン衡 ップ ・7・Jレ鱗 闘 に
C;'・+ket'X縦 フィ1しム ヒ 盤 寒 さ 辻.-20℃ で 適 当 筍 鱒 周 感 光 で・V7)Ai2t一 ヨ馴 象 した 。
てLト ラ ジ'xつ"ラ ∠Nl冠,婚 い'Ψ ン9"か ち 藻 い パ1ン ト'9て"よ り 正ノ唯 し 掴 互t撒
定童 す ざ 箆 め.1ス 女の り」ソレ あ7～ リ374い し4-丁虻 と,る 。
7一 ト ラ ヅ フ'ゲ ラ ム 【9.Joγce-Loebし ネ=の マ イク ロ デ ンE;・ドゾ・一ター τ"
魅 しT-...-eさ の裸 、PPの 放 第 活 画生 と ピo-一 ワ鹸 域 面 精 ヒが ・t肥瑚 『す9ftte
団 内 に あ&よ)1留 きL7s,デ ンi》ト メー トリー で 得 ら ψ欠た 各 創織AtN'ン ド の慧=
は.ご ろ1こ 寸 〉プ1レ 回 収 赴 と 各 良MAズ 建 ご と のU残 差 数 で 神 正Lし,魯
tQNA!Eの 紋 量 値 一ヒ し で}侵,不 母亙 渓 蹄交一Σ イ〒)企 。 ・各 十mUCcU'£cし 脚 廉
み ち経 らtYL篭 プ ロモ 一ーター 宙うヒの ρ尽A魅 の 盛 基 数 とU磯 差 敬(ざ.」 激下 の とお1り




trpP(S⊃DNA断 片 ・5rbのv70ρ ρNAC(∫U残 差>



















izaち の 良NA襟 加iv,ψ ・細qs}DNA噸 か!i't&6。bm・P・ 飯
鱒,rp・ ・4pCIL)DNA断ftb・ らIN?4bの ク・砺z側A・7轟(3P)D
NA断 師 ・ら嬉ssbの 弊 極P尽A、t7)ts・%(9L)DNA断li6・ らエN{08b
のrp・ ・`IP・,・ρNA,rnnE〆L)DNA蛸 か 胴s6Bbの 脚 駒QNA.
.Σ541}のrnnE{)n2に≧ト↓A,・ 釣160bの ρ×(葡 「匹)由 穽しのQNA(Rト ↓A-×
i手マミ、Lt芯rnnρ ×QNA⊃ が 覧 得 ら ψし3。 こし匹 らの 数 イi亘同 終 港し亡 己へてkN葛
DNA塩 努」薗己与慧か 董>Skkめ て～ 善 の 「ご'ゐ 定ミ.
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完3章 纈 ・と老祭1一 魅 聴 耽 の分 触 と同re
第1節 十aUecし 櫛 やlcCtesの 繕 撞
本論tで 解 卵 こ用 咬 プロモー9一 王選 ん だ 差導fζ.!で に プ ロモー 9一
磁 の繕 量 鰍 斡1行 わ・ん 塩 基配 う難が 既知 であ 赴 と 礁 ぴ ヤのアtN〈・Mンの
〔酔)
髄 き 薩 物 の庄 還 騰 宣邑 φΨ」甦 な る ズ童 類1と 属 レ 広 い範 囲t:一蕊`ん て ・いる、Eと の⊥点、
て"あ8・ ヤの 甜 巣.以 下 の6r>のX/x〈 ・crン の プ。ロ モ ー9一 さ 選 曳 じ降.
糖 κ 蜘 」系Lラ 外 一 ス オ へPロ ン(血c)
ヲこ 煉 合 蘇 トリプ ト乃 ン 才ぺ ・ ソCtり 。)
リ・「`'り一久 蛋 臼曽LIO7i・geロ ン(rpL・7つ
リズ 〉一ム 蛋 白蜜81ズ ペ ロ ン(・7・sA⊃
リrr〈'リー ムK≧」くAE≡ 一フr・!＼ρ[ユゾ(rr〃 ∠…)
DNA組 換 ・イ診 復 乗rec・4才 へρロ ン ひe。A)
以 と の オ〈ρ ロ ン か ち 得 在+汽 ル》しccVtecし †℃嘱)しα±esと 予 ～瞳 ごψUる ワ。ロ
モ ー9一 虫 来 のRNAE図4asぎ ひ・5に 禾Lた 。 プ ロ モ ー9一 が らの 購
ぱ.祀 ヒ報 の 」転 写 蝋 始 点、ゐ、らt喧9i.t)DNA-2-ZE!領資 痴 の 禾 嫡 で1、{blFtわ窺 と し7ミ。
iの 蘇.谷 々 の 十muぐ α十eoし †exp(α ナes{ミrい わ ゆ 葛 酬 一而procLL4とt
RNAES;kl$:20sbpのlacρDNA断 片 る・ち63bのr・NA,t3qbpの
b70ρCS)Dt"A断師 も!・qbのRNA,2(・bParpL」pらNA断 脳 ・5
38.
6qbのRNAIB・ ユbpの 噂DNA断 恥 ちqfobのRNA。
手に 裡 数 の7。 ロ モ ー9一 が 蒋 在 い=い る と と が 判 明 しT>り ズ リーム 擾
醐S併 ぺ・oン(辮 騨 頒 略)75・ls・1'v↓ 吸下 のQNAゐ 唱 う 幡=吻江
蝋 に 蛛 一Sss3。ibpの 僻 知dS⊃DNA断 歴 胴66bのP1-RNA
?ts・9za"6。bの ρD-QNA,165・pのnP・4,。(3S)DNA断 肪 らiNqlbの
P9.RNA・Fi、 ・(1・z・・'S-lbのP4,t?NA,ertH・hf工 切 断 に 由■,k-〈;836曹
のt7・sAp(IL)DNA鞘6・ ム 〔冒q・bの ρ1-F?NA郁 ぴ ・e4bのP2--RNA・
{q4bpのC…Apぐ3L)DNA酋 恥5q{4・FbのP3-QNA'IS・SU"tbgbのP4-
RN,A,.
1司様 〔こ2!〉 の フ◎ロモ ー9-E・ もつrrnE才!＼Pロ ン か 主)に‡ ↓沢下 のRJ・4AfN'4#
ちKる ・ 約o・gktpのrrnZ1b(L)DNA断 片 か ら(N363bの ρ1-QNAes,Suu
is4bのP)一 一PJ・LA,約&Σ。t'('のn・ ・E。(DDNA断肯 φ・狐3gbのPl-
RNA,t4tbpのrnO.Eb(2)DNA断 片 か ちiG£ てobの ρ2-R卜 ↓A。
51ユbPの"70ρ(L)DNA断 杵INS上 一盲乙の 栴 提 〔こ 碁 づ ・く とls6bのPNA
菖 え 慾 がcaDNA断E.t(iCgsmp>r・NL・crン の 塩 母 糠 城(a七n.)
が 郊 在 め フ。ロモ ー9一 田 来 のRNAの ほ と ん ど'Ggl4(bのQNA乏 与 え:s
と テ 想td・LT=。
岬.
嶽 ユ節 」彰写潅物 ノ)周侍し
鱒 で 述 ぺ喰 う 隠 ε濃 わ・め8に め{こ 各 ⑳+tWt・ate4tenp(Ofes7!一
憩 櫓 で)ん4尾 伽)瑠 ・写系.で.ヰ Σ与 さで.そ の2NA蓬 物 Σ 房向佳Uミ 諦 巣 乙
図 「rに 示 「9・ 智 柚P励e昂 畢 イ亘・ ユ走 の 主専 車 写潅 物 が みう 畝 た.
i移劇 度 かち 判 断Lて .上 側 〃)'Ψ ン ドE与 え葛 亀 零 敏 勿 〔9十evpLafeサ イズ の
いわ ゆるecえ 一 ±b-ecしprθctUこ カPN、Aで あ り.き のこと ば フoロモー9一 かち
の」Pt写AeEtK一 く コ3麟 果 Σ 用 いたth肌 亀伽 車 号 禾 に お しt-if融 さ眠憲 こ
と(デ ー ダ埴 踏)6Nll)モ.颪 さ ・然、1卜。 下側 の バ・ン ドN.」 ての壕一劫 笈 とノ,
コ3礁 東E用 いre]kて"厳 康 右tψ しτ"6')7ミ とと6＼ ち 判 勘「Lて.!香 々のプ 匂
モー9-　 かム 卑互・写r‡已べ乙と 正2峰e騨 物 一ピあ 憲 と 判 足 しマ≦。 図7に(ミ ∫沃 ご
19b、)込 残 りの+鰍cα 土砿 雪マ四)ヒdesΣ 用 いた」場心 考.属 廉 の緬 ・巣 乙得
β 。
図7〔 こぱ 派 こ な も1)「〔ミ,・が'・7ンPρ(のDNSA断 片 芝 用 いた 場 合 に・ほ ほ とん・
と・ n7・ ロモ_9一 由来 のf、NIAtst,鉱 晋 誠 濃 戯 で 栽 衰 し(4tbのRNA'IE,.与ん
」〉 。 ・w-CtSlrf・py-・d.LkC±'IX〈A((86b)("r!Ψ卑 が 蒋 く 蕨 蜜 〕 こく い
上.綬 迷 一硲 九 戒 伽 混 合 輯 系 、t:施 、τ 用 い 為 場 自 絶 の 凶A醐 に
由来 芳 § ・eA・kd.-fO-一伽LPtroctUctQNAとlwンいが 重 な9懸 が で 甚 な い 夜

























Sacpt「pP甲"P「 誰 「謝 「臣E「 匿 鱒P
図rr十rbtn(跡 畝!團)(aheS由来 の 薫 写 産 物 の 同 庚し
十maαatモ …6し†マ叫)L`uteg乏1な 類 一ず つ お ・む ノM〃 宕出rO」乾 写一弄k吐9,)寸 ααと不≠ヒ
依)手 応」【ミ‡5わ 蹟トへ 爬a(3Zj¥在(b)の 樹 キ下 て"実 施 し誉 。PNAは8%1?リ了リ リ,レ
ヲ蕊ド1陶気 獅 一ご㌧分 継 薇し.ツ 「一 トラ ジ オ ゲ ラ ワ7a-一で 解 荊 一し添こ。 し一 ン 、Iss、ta乙 ρ
♪NA断 片5ユ.trt。 ρ(s)DNA断 汽33・np乙 」ρPNA軸34.ヂ∫4ρds⊃DNへ 顧;
5.りps今)ぐ3s)DNA断賞 ～6.nrn2Sp(DDトNA断琉;7.〃 ・り」三b(ユ)DNA嘩rヤ 六;&㌔1reご メbE,
D鵬 麟 翻 い離 ・物Ei…*蝋 鳥 各 し一 ン 」EiLpp)lz-,i?>3,g,三 角 恥 賦 芳'… ンド が'
わbNA蝋 上 の プ ロ モー り一 か ちGiS!91LINrtR.NA1"z?)8・蝕 印 の/t・ez・a)バ㌧ ド糧 鰍 蝋
ik長 のexx-u--ex・ し海物 手 闘 禾局足のgu"AtSで ゐ3・
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'psAオA・crン のP2碗 ひ つ4フ9crヤ .-9-一 由 辛 の αNAはrr憩 糾 し8
位 一畳1こ'Ψ ンド が 味 集 甑 てqぎ1ミ 善 の のPl可5寸 ぴPBフ 。ロri_ウ ー とt7〈JRし て
薄 ぐ フo・ キー り一 し ・一碕 瑚 勤 ・弱 い い わ ¢B-?4す 一(m"n。r>・ ・17・・
モ}与 一 と9S"LSM-・ 頴 ち のQt〈 .A{kgrctwト と(Ti・CiDs,4p((s)
孤 ぱ ひ'ゲ}s4ρdL)b尽A断 片 芝 用 い7ミ 時 約260bと 碓 足tψL勾 」奪 い バ ・ン
團 検 眠 こ 甑 を ・2)の 凶A断 片 固 弊4量 婚 側 の;li.]lttft6Ntda。 工 切
断 葡 ま一ぴ θ功 ヂ工 切 断1、 由 来 し.-crr～・・)ユ4bp瀬 しさ が ・具 々)て い3。 完の
RN,A・cgt臥 峰DNA断 肯 に 依 春 して げ1口=のPtssJ6"'pb"ず,6N1こ盲 う ミと6ド5
判 蜘 て ・"tのPtK>ktWNPIbNsP4-ge-.t,の/7・s4フ 。cr=e-9-一$tとN太 向
一ビ あ さ と 判 定 し .POと 仮,炊 「ガ&心 と 〔こ し 込(〒 軌一 タ 箔 誌 ⊃。 ごの
(?N,6・"EilletS1"iS'Bフ 。ロモー9--1郡 禾解 獅 で あ §・Pl6らP4:Pで4・〉のipsA-
7'ロ キー4--Eeg-)&乙 工 一H・ ・n・1.皿 の8マ7bP卵A断}整 用 幡 と,フ ・ロモ
ー9一 由来 と 推 たtψ 囎 デλxワ リー ト(d」7s・"efe)ls"べ・ン ←・がPi・Vρ4・-
2殴As上 ん4ト に ご5〔 こ 大.き ～せ 勺「イス"の 位 置 〔こ ネ夏数 犠 嵐(〒E一 ウ旭 蜷)τ 軋
養が'・POヒ の 懸 等 亀舜 細 嚇 解Wtで あ る・
hrnξ フ9ロ モ ー9一 の踊 ・合(こL首 「斤題 電 畝 たQNA'×"払F'【 ヒコロえて.『 ヨ「{愚
して い7Sb・,夜 ハtt),一.F・・,SX"pt出 置 敬 在 ・ 伽Eρ ωD齢 断 片 Σ 用 しtgsと
3gbのPl-・ ・Q,.NA・6・ ・1il}ilSIS-st.LA.:.ls.ptSViこの 凶Aは 二 重 に τあ て 出 蜆Lて き
42..
㍍ この児 象 の 原 西 ば 未餌 町 で あ §が 定量 ぽ 嵐滴 の合前値 芝 」・て 行 ・β・
.・,εP(L)D購 断 枢 用u径 場 合.翻 鱒 ・-16・bと キ幣 細 酬A画 帳
嵐 ご 眠 マ～(後 出 一すき 図23撫 、).こ の ぱ ンド 国enZ三 】薩!2.{}一と億 反、
対 酬 こ 羅 乙ft。R工 繍 訴 彪 穐 。Epm断 で 約lo中xs〈-s3と・
富瀬じ写BRNA,う 短 くri9ミ ヒb、 ち 判 断 曳 「こrrnEフ 。ロモー9一 の」乾母 とtミt'
豊 太向 てkあRし 誌 論 しτミ(L・i;t一9伯 晦rrりE蚤 伍予 の 上 論し1こ仁乙置 一す5臨
勤"何 で あもひ 瀧 で め ざの 一t'.iのPtAΣ ・5Z';S"7QロR一 り一一tgρ ×し仮 称 ・
粛 もと1こ.し7ミ 。rrn]≡ ρ`L)1)NA断 片 の 石ぐolミ工 知 薩 ザと ご ち〔こ4∠q工 「二"
切 断 す §と.ら く由来 の 良尺Aバ ・ンド が き肖失 一蘇 ミ(デLウ 知 略)こ と か ら判
断 して.フDロ モー今一 ρ×趣 城 に は/Lん{工 座 位 ゐ、虹tあ&と 守佐i足 ‡崩一3。
当初NいrいrSpA$6i、 由来 のBqbDt・Pρ(s)DNA断 肋 森 品 中
(={Gr・OP7〈 田 ン 上 兎 に 楼 拷'お 的13・bpのDNA敏肯 と.ベ ワ9-一 の
b/a.r〈 驚 ン の7。 ロモ的 一 総 ひ 翻7。bpりDNA断 汽 の わ の3簾 迅・・
課 り ら喉 た ・ この灘 』碑 し魅 場 ・合 ・ 》艮丘 しτ 嘱DNA蛸 に ウ蜘 菊
私 ρしtろ 一〇uし やrδ伽(ナQNAtsv隷 叡 ‡ 賦_奪 マミ ・低,島 荘 表し 尋た〔ζ 存lt島
糠 で の∂ナフ暁 熊 す憲 臥侭 ヒeaしP・ehV)十 もr・zsNU春 在 一す9の で ・侮zgc・いがと
捲 剰 寸 て 憲 民・ンド'「6検 淑 こ4入.箆(後 辻丸の 図(s参 服、)、
娼算3飾 一.te,;・z.〃itr・軸 薫 写 条 へ の 雇 蝋
ノ智 フ9ロ・キー9一 かち の 正確 な 」転辱 潅 物 は.壱 々1ミ{ミf一予偲 亡ψQミ とお ・)に
隷ミ血 で'き 崖 。 こ賦 ちの 話 果 さ 甚 に,あ!t、Le.)吻o>笈 合廟 母 糸(西 ×erし
ノ
ms・L・vriN(s-t-iv・YVSソsfetし)へ と 簾 醐 さでてU)た ・
この粂 の 甚 贈 鞠 老 え 方 膚 以 下 の と お り「r'・V)8.一 尊 の 実験 で 解 耗
一す8」)ト ↓A暫 肯 上 の
フ。ロモーター 庭串袈 輯 潅 物lg.フ 。ロ モ■一一り一 ざ と1し名臨!i之ρNA
領 長 択 、異 な り。 物 トめ 励 レ 上 の 神 動 度 が 異 為&。 した が～て.
1:IF!gのD鵬 断 片乏 羨 合Lて 嵐u'反 穴・殖 中r・-xに{u・SA合INNEt・-tfる,
RNAtw物N
orSdi)bA<冠 一の殿 磐 τで 」輯 さtて 考・八早レ 上で!灘 こ此 ・櫨1
に 走量 て"き 憲 。4国 々 ヌ1、ノO{こ 反応'寸 ℃ た つみ合,反 応・餅 の 轍 ケ な 美 ・ぐ
畔 の 愚 ・等 々 て嘲'城 ・尻'働 鉱 母 痢 冠 災輝 ε 受 ケや 写 いが 規
合輯=系 ビ と 用u脊 場 准r局 旋の`う 碕 不雁 集}r土こ 齢 除、τltミ}よ り借 環勇度 の
庵八・正2鹿 な 判 断 が 「rて二る。
この彦 えジU≧ 碁 づ いて 実 際 に 滅 ・呪必 ゲo戒 虐 輯 条 乙1芙 行 して6bF&と.
e'iレ長 約1($(ル の 〉ステム τct・〔ミ『、Q駄A蜘 が 異 な ミ劃こ,・るTNわ ＼わ ら一ES"-r醸
今回角鰍 に塙ひ夜
の 餓A穐 が 近鵠 手 聞 重 副/Rsい ・ 〈 鮒A魅 全琵 つ の し一 ン[」qrt'
レ〈取 た量 す 電 こヒ(N不blfie「=・ あ8こ とめΨ わb、)た(千L鋤§略)。 旋こ
で1魍 互F〈敢 乙 竃 魯に め の 」央盈 「51§ 甚 導 αNAε 殼 足L一 に 上Lで:十tUD・'
鱗catRCしkevt)鳳esε ユ うのt1'1レ ープ1こ 府 甲 て9・SR誠 蕊 加3艮 合麟 果
で!分 離 懸 乞 行 う 是と に し夜 。
〉!Ptr.L}K下 「=r7h.・磁 ゆ 混 合 阜 写 条 を 用 い為 解 祈 の 醐 』eM$kE
述 べ愚
心第4章'蘇 と老果2一 フ。ロモ ー ター 強 度 の鰍
莞1節 複 合 体形 成
輯 蘭 壇 の 醐 反応19一 般 に ♪欠 に胚 噛ぺ&4♪ の 霜 にゲト類 ご敢 てuる 。
寒1慶 溝 …"フ 。ロモー-9-!領 或 の調 ・織
DNA上 の フ。ロモー9-!鑛 武 のハ語 も 陀NA凝 りメラーぜ が嗜職 する
戴 琶,
%2ff!rg…"。L・ ・e・Le・wwo{exのf城
プロモー9-一 とPNA爪 。り又ラー ゼ との圏 に辱 異的 。議 合 が 注 いる段 噛.
策3霞 浩 …・'openCOVIt・P[e?〉(へ の 遷 穆
cLose`し(ン(SVVN.f)(eうく の状 態6v・ 婆'ハし し.フ9ロ ・モー-9-F/錦 武 の∫)NA22$
鍾 の一評 分 的 闘 勉 乙 っく り辻しし.甚 質 添 刀ロと 嵐 時 に 」穂写 ε職拍 しう
る状 態 の0嘩CD・VL・P(exへ 」巽性 イ乙 了 る段 下旨,
第4」 襲階 一 ・動 写 娼 拍
特 鱒 位 かちDNAのeン ス鎖(se・N・esM・evrd-)に騰 的な
ρNA1三 合飯 し嫡 め&優 τ皆.
この`う に4つ の 刃ヨが魅あ&こ と,に∫考ぐの 玩 醜 が 溜 あ 「で い3㈱ で・あるbl'.
禽蛇さの 猷 条 反応 属 属 一に)い τ 〔9読 一 見解bxv手 と巷 る書でtlミ 建 動 τ いZeい 鄙分
SIOB.知 段 樋 の 「認 「識 の 桟 嵐 し ば ユっのモデ'レ が 従 祖 愚 ん て ∪る。
妬
`硬⊥)
ftthUbtsr・ 。・Hlppeし らの モs-`"1レr"th8・ 彼 らN.DNAbの仕 画 の 錫前
に齢 した ΩNAホPり メラーセ・が 。D団A上2ス ライドkて 少 ヨ プ ロモー9一 イ亡当
のあ8と こ5で 沓 止 して 糠 的 複 合体 乏 形 威 「幡 と考えて い §。Ssbと っC§
c繍 ザllnら の モ デJVr-az>81q3'iAgE.59.DNAとρ齢 ボ リメ ラー ゼ とc9
常1こ非 岬 瓢 軸 会 合 し 離 取 乙 藻 りxし て お り。 偶 寒、に プ 脈 一9一 蝕 域 とQ
齢 志。塀 ウーゼ とが 会 合 じト 時 に 竿寧 的 歳 合 体 形 放 へ と 遷 移 て&と 考えτ い
る.91E・.RNASSの 伸 長 麟1こRtt5.αb。r七N・ ・ecni"cvtt。nと 呼 ば
し　 き
弘て い6.「 ヲイドリン ゲ 状 態 渉、"あ3こ と考 知.らLK℃ い8。 さの暗Q塾4A示PVメラー
ゼ'は70[コ モ ー-9一 領 工或 に 結 合 した §&層1蜘 一亡'ず に で ンス,錦1こ 舗 的 ～む
2rjvレ 数 ヌ ク レ 才一チ1"・の 短 いR尺A乙reGEし 硬 げ 、 あ8群 て㌧ 奉当 のPM
しゆ もロ　ら　
鍾 を 合 孤 「「3伸 寝L反六y〈 ㌧逗 麹 鞠す&1核 醸1合 哉 関 係 の 他 の 反太』・.す 硅 め 壬),
DNA鰍 瞬 し 〔ざ プ ライマ 一ー.R刈Aが 泌 要 で あ り.手1ミ.醜 写 反応 ・で・渉t側A
や 麟 的xゾ ゴ マーIJe"の フ9ライマ…一 PNIAが 必 辱 て・あ8。 こ砥 に ホ‡し,r?NA
SNて"[S;プ ラ イマー が ・縛 「・t'rGtい と コ・tlLてい 呑 が 麟 乏 変 え脚 ぱ 亀.αb。rttve
in;-hNCitrHDA乙 フ9ライマー 合 成 と セの 利 用2tw.VQr)反 為 ・とみ る こと が 一ピ避5.
このて5「ム に 」乾巧トに 先 立 つ 反応'機 楢 は 融 住 で あ 憲 ご らにニフ0ロ モ ー φ一一as
釈 ・ロ ン ざと に 瓢 § 塩 蓮 配 列 Σ モ って お り、 長の 縫 が 亀 畢 黒 嫡 の 谷 樫 晒
の素 反海tこ お いて 」ての反応 速 度 や 反穴 ・の 平 衝 一時 の レペ1レ 」等 の 反 沁 特 疑 の 差。
47.
乙 老蕊ら可と 彪え・られ8・9?ミ .轄 鴎 が 作 用 してミ巨NA木 。りメラーゼ 覧で(9,喀
tSNStの 凝 識 能 や 反応 如 住 度 う・曖 イし し.輯 躯 の 反畑 翻 生 に 一tlr(L・b・tESL"3
と献 らtPL3・ こG・-bの 窟 遣 例 細 叛 九}こ お 「鳩 律 底 慶 嗜 でth3zaAイ 翔 成
の 反為 特1住 と 天顛 しし.奄 尋 蘭 で倉の 澱 遊 の 差 と ・9,て 艮峡 宣眠 一てく§.績 て,
旙 た備 く 」蟹 量 の 亀 ・・プ ロモー り一[ヨ ・漁 く 。.蔽 頻 醜 喚(竜 聡 の
少'tirrk、プ ロモ ー勺一 は ト弱 い 」 と*わ 蕨8フ ロモー9一 強 慶 Σ 規 込 了3こ とじひδ。
轍 朝こは 熱 鼻 因∋一が 乍 吊 し「こ1?t〈Aだ り又ラーゼ'の フ9口=E-9-一 一選 彩ミ1陛の
勲 が 壷化 じ 薦 達 乙gNら6'・1こ しSう と してtl":Sz5",.講 ＼ 瑞 写一国 き さ
勲 ロLISい.薯 素 の 少な い"`i}t,、t、,QLErO痕合」乾 写一乗 にifS・ いて.亀 号 点t臼bお
ワ&プ ロR一 今一 経 薗 肩 め 議 特 性 乏 解 刺 一LZt.
pmzffRSUiv・ntの 麟 と 平衡 レ〈・,レ
複 合体 形 成 の 特 惟 三穣 哲 一丁3テSlと して.甚 曽 》繍 煎 の ρNA7Fi9リ メラー
ゼ と プPモ ー ター との プ レ インモユ ペ ー 》冨 ン(図6中 のtl)さ 愛化 さて
ξ3実鹸 〕薫ε。ぎ区ん7ミi'。 。爵巣 乙 図8,9a～'SZJ〈vIOヒ ホ す ・.晦 写騨反六i・【憲.甚 衡痴
加 瞭 屈 嘲 こ りフ了ンc・ シン が ♪勧 肛 歌 「ミ・i9の で 困 ミ り ご蝋 ヨ{en。 嘘L


















































図8pやe～ 肥 妖bα聡6んdveの 瞬 聞 変 イb(こ よ8影 磐(そ のD
[エ コC樋)laeP.i・ ・Pρcs)碗 ぴ ㌍ ∠吻 看DNA醐 【さo、3。 糊 し寸 つ
(t・haK・-qp…Q-)と 鮒Aだ リメラーe"q・ ・P…eし(e・z7me/P・ ・wt-o+er-t・)とEAp・bN
B・・直 のpre…C・b・ ・htUWhtUree87じz・.後で河 酬 価 し　～・ 柳 秘 翻
4・Nτ ρ・ と リブ3ソヒoンンEApひsPtのs・b・ 禰e鰍 ぬ 陀 乏・勧 臥 て」匿母 乙組姐 ミ
て1～ 。 ∫虜後 に 反応・乞 イ午上 し.RNA涯 物 悟10%7だ り了クリ1レりrこド・早'レ屑亘気扇(i切 て・ソカ
触 α≦.魯 し一 ン のprEinouim'oA十Me.困以 下 の と耐,"ビ あ る ニ レー ソ1、0秒;
2・、 電otb33・ δo秒34.1つ 鳶Js.2・!s41r}6・5『づ1}3ワr-tOク>38.『ユoノ)き;
q・30痴3の 尋ぴIO・45命 ・ 図ヱ物 労器 ㊨RA・'tpLcr9～NA,「-6・,帥RNAl
Lが(aoRNAE表 」わ し.elミ × 尽s;や の 赦芽痢ヒ垢荘 が'⇒ 卜特 果 輸1こ 村滴 し7t
報 リ3-一用tRNAτ 亀しあ8.
[]エ コ(ゐ 図)工 の7一 トラy'Tゲ ラムaデ ン》 ト ≠ トり一 「r・魁 ヒしU縫と 収
率 旙 畝 て 数 倒 乙 儀 劫 で 鵜(A図 ・ 畿 軸9qbb"ta・/・ ・汁)・ 遡 こ
tac.2NA乏 甚顔トと 写 ミ1繍 櫃 ～㌧〒・し「在(3図)。図 中 の ・葭麩1むX-一 一X6い 畠GR)xJA,E,



















































MgP…:?in・mbah"6M/fueの 時 鞭 べし に 晶 形 饗(teoユ)
[エ コ(JFT7図)鯉 加Aと してrpsAρ(1s),船 ε刃P(3s)or・s"c・"re・ 争
.1・ti)NA断 熊 ・.3ρ鹸 「わ 電 峰 ・ 曳 鹸 の蝸 な 図7の 蝋 と 商 巌 蘭 る・
[ifコ 備 図)工 の 才一 トラ ジオ ゲ ラム 芝 走量 ・数 値 化L⊂A図),さ ら(>raE?cA
鮒A乏 基 洋 とu～ 霜 酋 値 て家 しに(」3図 ⊃e図ipの}gEy{g:△ …A,… 消 酬A

























図 のprNetnCu.haMor)HMeの 瞬 闘 憂 化 ・に ぽる 耀 貨 の3)
[エ コ(た 図)・ 鋳 型DNAとLてnnnEp(り,脚 昂cの ～瞬 ぴn?cAp・19・!)NA
勅 εo.3P戒 オ つ 用L・陶 孫醸 の 内各 〔u図7の 実 醸 と 同 熊 で あ3。
口 工](1,IEi図)エA7一 トンジ'ス'ゲラ∠＼乏 鐘.数 魑 イし し(A),せ うに,rpcA良NA
E基`"tと し7ミ.繍 イ直乙 派L7;(3)、 図 中のE竜 号(Gr:△ 一一一△,(三c・4RNA3● ・一一q,
rrnE(t)PNA)お よひ'覧○一一 〇,"noE(2)R駄Aを 各/z液 わ 可,
∫1.
この曳験 の・Pt果かムSWと れ8複 合体 形 成 反た の 特 惟,vebSフ ・ロモー
クー 強 度1こ 蘭iて § ノN・ラ ゾー 9-一 が ユ 荘 類 あ ミ1。 その レ)tg.複 倉体 形 戎 の底 さ
で あ り・ も5レ)ぽ 複 合 捧 『ヤ多戌 の 平 衛 レ 〈ご'レ で め3.こ れ ち ユ うの ハ。ラ
ゾー 9、 が プ ロ モ ー9一 こ"と に 各々 特 徴 あ8植 Σ と,「=い8こ とが●図6Nち 明
らゐ、であ3・ 鳶と2L,tGll"necAplgr・ ・う」早く 平 衡 レベっレ に蓬 一する9.ftaレ ベ
ノレ1す 低 店 一%,・rnEρites複 合 ・俸形 成 反湘 の3ffltb・"g〈 坪 衡 レ
N・iレ に9E-93の に6鹸 以 上(En;1こ 元 腔 巣隷 と1調 的 実鹸 で6。 ～q(痴)
et9-T96….平 衡 レペ リレ 【gPt,い,こmsg:{sr。 今 回 翻 ぺ 為 箪 囲 肉 で 他
の フ。ロモー9一 の 艇dん と 大 きく 一SIIJ)一て い3(図 目),イ辺の プ ロモー9一
で 鳳 ほ とん と・S'1」.・ し ω 庚 」入内 で 平 衡 レペ ・1ゾ(:,到 達 してU8。 ↓人
上の 経 農 ぴ あ り.こ の復 の 」鰍 一ビ国 繰 準 餅 と(て プ レインキェペ ー シコ
〉の 隣 唱tl乙6。 痴 恩1こ 設 た し径.
とこ3で ㌧ 従 釆=こ の種 の2複 合as『 形成 反六1'ftepu`1一に お いτlg、RNAの
5/禾 蜥 の 教 塩L基 に 杷 当'す る甚 鴇th∂ ナE用 い 塒 定の パTP種 さ 腺 ＼「(pu)ゴ
(おヒλぱ 『9
ヌル7-・yF・$vvmart>asE4gて'figepuT'5gという齢 汰 が とら岨u鳥
この一tr}]X.tこIGらい 読.読"浪 合奪 辱系1こ お いrSノ 複・鹸 形 成 時{こ ・4
ka).NTP。 の う3罐 絢 ε 除 いて 磯 験 酬 τ隈 擁 縦 て 複sas蕊 多















副lpre≧nc緑bα 婬Oh十 轍eと 趨 冶 》俸 彫 成 の 経 時 変冗し(ま とあ)
o?・・…c艸 撤 の 形 威 量 と 囲 ・・UbahimHv"eの灘 旗 て庶 した 。lacρesS
ぴ 配4。 の 船 体 形 殉 引 伽 梱 に 平 衡 レペ・レ に 毘 い こ お り(図9お ぼ ぴ 図
久 捌 照)こ ・PN5ユtsの 巨尺Aし 崩 葛 箱 灯 値 芝 妓).こ らに,tWzのRNAts>"と
`こ禰 億 高)レ ～ レ 〔こ～坤 蘭 皐 恰 Σ勲)て 物 蜘 乙 斥 した 。
囲 血。ρ 甚 埠 ・ σ一つ'rpcσ ●Ql."A∫ ・… ・.optl」"A,
LBコrecA7)plMe-.(}一一一〇,rnnZ三(〉)ρNA)○ 一一一●,rrnE(i)1≧NA;
△一 △・rpsA(3-)RNA3▲ 一。一▲,rps4Cl)R -NA.
s3
んでみム 。 」tして 趣の埴 写 レペ'1レ五 定量 し 磁 ししTx_と こ3,!複 倉 俸 働 限 曙1こ
鯨 凝 た 庶P穂 こも て レ!XL")Vlこ 顛 が あ 農 げ 一タ伯 謝,こ 梱。
RNAの5'床 蜘 こ'IEs'vて4■gEtsE9のNMPb・餌 馳 す 蕊 τ・の7r・)a"ヌ クレT
チ ド の長 さが フ。ロ モー9一 こ一と1こ`、 τ 具 な つ,凶A尺1以 ラ_も ㌔7・ ロモ
ー9-一 フrり=r'ヌ ワ レ矛 チ ド'ミ 萢 ネ隻合・俸 の 委実 度6・ ㌧異 隠 §7こあ'こ セEU・ た と 考 え ち
」N9・Slr .こ の)s)iilxで"tg特 匿 の フ。ロモー-9--1ラ 稼 類 の み で 惚 先 した 条
件 下7-c"'斤 う乍痒廟「に 億 肩 蜘 てu孝>3>が 覧,複 数 糎 の フ。ロ モ ー ター 乙 嵐 爵1し 山
較 蕨 討 しS)e'SS6当 系1ご お い て 鳳tsフ 。ロ モ ー9-ENL"as"でrw杵
一す&ヒ い う 慈 旨 か き
・電ず 才しる こと にz薪 り.」 過L7と お∋ま で 鳳 ～憲 い.
笑3節 ユ つの 八 。ラY--9-一 周 の 不8関 蘭 イ系L
今 回 糊!黛 養6態 の7八9[ゴ ン に 田 」来 一す99純 の フ9口=〈1--9-一 一の ノ魯 八 〇
ラ メ.-9-一一E、 零し15{こ 一 τ鷺 泉 と して ま ヒ め,kd/Vちの 霜 関 関 イ乗 さ 図i2に
天Lて ≒ 。 図 か ち わ わ＼&Ut)に フ9ロ モ ー-9-一 の 麹 弱 Σ 瀬 九8暗.レA〈'Jレ と
丘 ご のiう の 八〇ラ9--9一 闘 で'正 の 飛 聰 関 ろ乗(む 部 め らLPVIδ6x)悉 。
2っ の 八〇ラ メー-9-一 に£ あ蜜立L7e断 」1生τ"あ つ.n固 ノ乏の フ 。ロ モ ー 勺一 こ"と1こ
特 徴 ヴ サ らqN9・ しM"・ 一(.ユ っの1＼。ラ ソー-9一 ε31{こ フ。ロ モーり一6x"
4)の ワラス1こ 二分 美輿 で{ミ}5P



















大賜 菌 の轟 穂 プ ロモr9一 の ヨ竃度 ε 就 し7ミこ。 プ
Uモ ー9--aEJ((a.2う のlteラ メー9一 τ"浪 わ し7Σ:tNOラ
メー9-一 工,OpeneoyvN.ple,〉 く形 疹～の遮 度3'、 ・ラS∠-9一
皿,ε 岡LCL6YK{)te・(× 干吻成 の 坪 衛 レ〈こリレ・!各 ハ9ラノーq-一











=7。ロ モ ー9一 説 し度tt。 ラ$一 クー 工(麟)
3,0
図12.'プ ロ モ ー タ ー 強 度 の 仁し 較
大賜 菌 の 悉 種 プ ロモ ー9-(1>igltls£を 伝cρ(UV5)を 差 導 と しト 濾 対 偉 て'比 鮫 し
re(表5参 解 、).2っ の ハeラ メ一ー一9-一bN"tSにityt・ 値 Σ 爪 す 「ltSl.い一プ ロモー
9-、 ヒ毛(>caい イ直 も 示.すr弱 いaツoロ モー ウー に 刃ロえて.と"ち らも、片方 の バ。ラゾー -
y一 で 島 ・・磁 乙 示 づ プ ロモ ー9一 う あ § ことヵN"わ6'・r>・
託笥4飾 転 写 反沁 の 回転 執 率
酬 腰 化 Σ 動 時,リ フ3YC・ シン の ♪椥 の 簡 隔(図6中 のtrz)z!.
要イLiさゼ.埴 辱 を 何 度う 起1… §ま う に し て や §と.図13に 示 し7駅F)1こ
蝋 と とsに 南 讐 が 増 知 了8.と こ3が ・.tr70ρcs)bNACK"(上の 吻 ρ
が ちの蝋 召しけ 鳳 ゴ旨5践が ほ ヒ人ノと・な く 一定 の レ〈こ・1レΣ き佳ギ守 じて い た 。
このこしt載 ・何 らがの 漂 因 に 尋 り 乾 」写 が1圃 し6＼ お こら一9'1齢 じ(い1な ㌧、ミ
eE呆 しτ い9・ この現 象 が 防 。ρ 面肩 の 　鍛1こS3も のが どう わ墜
朗 らb・1こ"9'SILめ,E・)a劾。ρ 舗DNA断 片,功 。ρ`L)ε 臥 ・て 」Rss2
加 ん 匡 ・OPρ(L)凶A断 欄 ・ 卸 オ(ぞoソ の 輯 職 秘 載 を持 つD
船 麟 で あ 訓 図4参 隠)・ 酬4に 、 ゆ ρ ぐs)州A鰍 とOPρ
(L)DNA断 汽 の 敢lt乃 δρD瓜A断{1'と 用 い「こ 瞬 糊 愛 化 と 追 。で話 看果 乙示＼
す 。 図`4か.ら 明 らも＼Z♂よi}1こ.trpρ(S)D砥A断 汽 の 」転辱「屋=ぱ 図1ユ
の場 ・合 と鼠 ひく 一 定,レペs1レ で 凄う3の に 灯 し.台 アノ)`L)DN《 断 片 のEPt$tig
(ざ 瞬 恵 と と「61こ増 加 し.な 刀キ{〈.1¥at#6x"団 」転、じて い§ し'rtr,,-f6Nvaうて
t・7・ρ(s)DNAItlf「ErLLの 一韓 回転 不良 ・冠・ 卯 ρ 噛 のitsgで は 碕 ぐihpρ
(3)1>ト↓A断 汽1こ 麟 勺7EP毛 の と 「書え.5.
この源 因tこ つ いτ1憲,〔)NA断 片 の「禾端r灘 じび・選 う7」のと 欄 職して い&。
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図13rVLLtL-rEpte-re)umpしの」転 写一(リ ワ,ソtO>7ソ 淋1時 悪 の 唆×巳 と 」購1＼eg一 ン)
[rl(上 図)'la・P.t7)・P,as・eCb・"rp乙 」p・GbNAt2Sft片;Ee・6prvLtyじ わ と 蝕Aが リメラーぜ ε
(A)・Ap.N"L(e・z>tyne/P・ ・…tr-1),`B)9・・P砒(・n2>・ ・e/profrotet'-CO)・C・)qOP…1・(…)・ ・"e
/PrVt・LCter=(OO)継し8ワ0じ ㌻分間preNtAouimしτ～復 ・甚 質 ε 玲 加 して車 早 乏購 喧 凝 た 。
艇の隻.以 下 〔こ一穴 す 間 俸(」 図6て 眠示 「∫老i)一 ゼ お いて.り7、 ン 亡。》 ソE加 えノ'"t〃　暗i)瞬 の=転 勾 の颪
噺 臼 ε陳 い冷 、。 レー ン1.ぢ 秒;2.iO秒33、2の 秒34.30≠ ケ;s、4S秒36,1つ 鴻
7.Ut;8汐 庚 。 ±瀦 蜘 芯 切 融 瓦氏(-Q.e餓A側o%刺 り了つル 焚 ド ゲ1レnRtft〈泳em
で ノ分 触u匡 。
[■ コ(下 図)工 の オー トラ ジ 才 グラム Σ 定 量 し ・数 値{6し てALAユA31こ泳 し7≦(L2・3
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図14.2慈 類 の 異R)8trpρDNAS2!fttS(iの ・転 尋
[エ コ(た 図)ee型DNAと して ユo∫bpの 血oρ,1訳bpの 毎)ρ(S),～5皆 於
輯 潮 蹴 糊 榊 翻 亀 獅 距 φ のt・7・ρ(L)心DNA断 馳 用vT>oRNAneり メラー
ゼ ・(9フ 。ロモー9一 の ㊨龍 有 葎Lて い8。 他 の餅1訂 図1ユ と 颪 一 で あ8・RNAN
7%刺 了クリレ 了ミド・励 晩 気 瀬 で 分 楓 鳥 図 中L固la・ ρ 由ikの63h献A,
一「9卯 ρ⑨ 蘇 の63b -RNA.…( .L'(-r'tgゆ ρ(L)由 来 の[eedeい(era"・
nu、uted)巨NAで141見 蝕Aε 泉 め了 ・
ロ ロ(后 図)エ のT一 トラy粧 ゲ ラム 召 越 し 数 殖 仏 しT=(A)。 さ ち に ∠aeRNA
lこ期 § 恕 鱈 橘 葛 就 在(B)・ 図 申 ●一→t9あ ・QNA,▲ ▲(90ρ
(eactenRNAと 表」わ5。X-一 一× はLacR」 域Aekb9。
s9.
蓮 で あ3の し舛 し.t・7・P(s⊃ 酬A鮒 斜 ナンセ ンスen(彌)の ざ
末蜘 が 央辻ジす る禾簿竜 を{♪ て い5.こ の窟 造一が ρ殴A,爪ρりメラーぜ とD
5棚闘でほ
NA断 胤 新 生RNA鎭 の 塩 母 複 飯 助 解png:-EE)50f.ELb・け 」弘 輔 あ
再 蝋 埴 が 起 きな い状 態 に な 、て し、る ので`9・6rLi,bNと 老 え て い る。 〉のSう
甘 環 悉しに 細 ヨL7ミ 幸畦r〔 ミ∫ 菰込6いな く 原 因の 解 萌 が 狩 に 必一さ。
究 ㌻節 塩 濃 度 の 影 解
茨 に.車 写 反心 の 反応 条イ牛2変4も さ一せ た 輪.車 辱 反湘 に ど のような
形 磐 と与 えミか 族 誉∫を刃ロえ8こ と1こL7iこ 。 上ん下の 実〈験 で'tミ重。 ρNA7侍 ジ
メラー セご・プ ロ モ ー-9-一 複 ・合 体 一形 成 の ための1蒋 闘 Σ6り ・分噛 に[副 亀Lτ ・複
心体 桶 成 」簸 の 変化 乙 無視 で,LFミS>1こ,し.襟 合 翻 成 レペ リレ の変化 に
注 目 し た 。
芝}ず,亙 癌 渡_環 現 の 変 イbの 力 饗 を 韻 べL'17:一。Nα(」 し 湛 友 を 基 底)
ぐ ほヒん ど()mM)6Nろ 十iOOmト へRで25mMず つ 変疋ノさで 冷 瞬 の レベ'
ルの蜘 乏 図 ら あ寸 ひ16に 示 す 。 環 褒 の 虚 搬 度 に 依 蒋Lて 護 合俸 診
成 レベLJV4・ ・ZetlYILrい さ 蕊 び わ樋.+t。o…Ut以」〉-a')M(丈 斑 度Fで1&
輯 反顧 の 肋 が 榊 腱 ル ・ 糊 面 取 込量 が 減 少 鷲(ギ ー 蠣 蛤)こ





















図15」 島 滋 度 の 影2晋(モ の1)
[1](五 図)/鋳 型D卜 脇 と してlaoP.ゆ ρ(S),お 諏'ノP乙Jb蒼DNA断躯0・3
ρ試 「わ(、 合喧†αρp湖 しフ。ロモー9-一一)、2尺Aだ1以 ラーセ1"1〔o・倍量 の9・Op戒E・ 余む・麟'天E
37・し 動 嵐P・ ・el・Cuicnl-eL7T・4Fl!,XftEOUbl冷側 こ リブTン じ賎 ソE加R.rs順(搬
億0)虹)v".ト1の 團 トで 」2お叶 へ「f←)蛮イ巳せ て.」 個 耀 ε士楓ぺ た ニ レー ン1t'90幽 ト勺 ユ,ユ5
WKM;3.50Nレ1;4・vて5",H;5・(OOniレ1;6・{・)・SMト437・1㌻Dr曳トへ;{∋ ・1　〔5za卜4;q・
.)-Oo"M。 ΩNA一 はtO%7FOり 了ワり1レ3玉 ド・ゲソレ融気 瀬 でン分離Lr>、 図 中 の詑 暑1訂.R.L,
Tが 紋?乙,Lqらtti。 樹Aを 表 わ し ・X,YNこ の時1し 肺 鳥 卯 ρ⑧D踏 断 片
罧 品 甲 に 澱Uてu7N.DNA蜥1ヒ 由繍RNAを 劇 づ「弓。
[エ コC旨 図)工 の オートラゾ オゲうム が ヒ蚤 して紬fし してミ`A)。 さ ら1こ.ta(ンRNAIこ ヴ寸
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図16ユ 巌 膿 度 の 呆 堺(そ の ユ)
鯉DNAΣ 敏 α 乙P戒 オ 」)とRNA爪oリ メラー一ビ 訓0偲=(e・zyMe/P脚　冒 ・司0)芝
37◎じ60abmSp・eMcubctfe.(rtg(.{)73ンヒ・シンし纐 と 一E冒E,9t(〉,UtVて37v∫abma反7t・t
で 恩6こ の 蒔,NPt(変'ZS,・0～ ・(1SOwtトへの闇 ℃覧監一25mト4「 ザつ 変 イ巳 ご 一¢葎 薪 下 で 反沌 ・こせ.艇 の
纏 ε 調 べ・益 。 にNA億{0%ホPり 了 クリ'レケ赴 ド・け艮1レ賊 タ菜 誘力ていノナ離 し在.A、 、Bと 若{こ 、
た 側 に オ ートラ ジ 才 ゲラzXE:kし.N側 に デ ツ 斗 丈 トリー でresレ 禅 正 し酪 鰍A是 ε
カP使NA乙 差 」準 と 『す § 矛蟹趨 直 で 表 ノつLで こ善 の篭 示 す ・ 用u7ミPNA断 片 と 図 中 の 「朗 固
以 下 のe'us・ ・)・(A)○ 一 αt7・ ・A(3)R.NA(tP・命(3s)D鵬 蜘 ヤ);● 一一()・'7)∠ 」
RNA;A-一 一a,・psA(1)QNA(ワ・Aρ(1s)PNA蝋)・(B)〇 一 〇,r・nE(2・)Q・NA∫
●ト・一●,recARNA;ぎ 一一△,nnnE(1)PNA.1StJ'b,'A'B紬 て 「'毎)ρ(S.)DNA{2it`ri't。
61≧
聯 高 い レ～ しE示 「seの(〆 ㊧,tpsAρs'rrnZ1bi)、10。 ・b・tN・(LQ一
以 」Σ の 高 塩 藻 友 ゼ 高 い レペ ・Jレ五 禾 一ず着の(necAp),中 程 度 の 塩 激
度(即 ・以 尺久(兜 前後)で 最 略祇 い レ〈こリレ乏 兎 一蒔 の(砺 ρ 弊 命 ρ
rrnEiOZ)、 研 ひ 一 献 心 ど 影 尋 乏etr)-Z,P…E一 の(trpp)1こO>tWt'
ε富 。
莞6節 反応 癌 度の 影 饗
穴 腸 菌IU一 痢曼的1こ く37b(ン で・ア音養Lし.遮 、vttγt>」転辱 弄t普3マ6じ 一ど'反
充・tで3の が暉亀 州 で あ る。 この反応・温 度 乙変イし ごでて ネ隻合 必 干多戻 レベ・ル に
対 す§'"tの終 と力 直 ・ 反応 濫 度 乙27'oφ 、ち47¶(ン 尋「ゴ ∫度 おき に曹イじ重t
に ∫易・合の き青果 も 図{「z,t8お 『ぴ(qに 示 『す。 碁 鵠の 論 取 漣 区3700で'
最 穴 値 ε 禾 レ.leL?Lよ リ溢 漸 逓.厨 ↓ぴ 低 温 側 一eN城 少L在(イ ー9菌 蛤
九 ノ昏 プ ロモー φ一 こいとの レ〈ごノレ Σ みると.、 こごで 考 各 ・!マ唱 イ蚊のある 温 度
依 存 ↑主 の 蓼(M切 乙派 し7Σ。 乱 とえ!∈戯 図17τ'暉 伝じρ の レベ リレ が 商i温 で
匙救 に 低 下 了る庭め み 州 す上 ゆ ρ,・pL」pと 鱒 偏 じ レ<<・1レ(=・g、 て
LZ・ て い8・ 総.図t9のrecAp(9低 温 側 に ず ル
鳶 肉 が'レ 〈ご1レが 商 く な 器㈱ 芝 示.し て い8。
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図 、7謙1遍 友 の 影 響 ・(受 の1)
[エ コ(b図)轟 型D卜 ↓Aと してlacP.切Dρ(8).5N,IFZx:LLtpLCT17c),蕎DNA顔乙用k、～ミ。
臨 ・衡 キ 臼.Aが バα(£不存 下.B6v'50岨 α()S2.,○ がUO伽 μNα(立 存 痒 下 τ巳㌦以 下 に
六 一ち湖 度 で 企 反苅・を 実 おセ し4ktLの 剣 午(y裸 寧隼劇 午(減 斜 と肉 迭 瀕 艮)1き 準=ず § 。
夏応 温 度=し 一 ン1同 ユ7。じ ～2、3->qし;3、3「lec.,～4.4ie(ン3∫・4「7sじ 。周A
Nto%府 リ了ワリルヲミド・ゲノレ剛 気 瀬 で 扮 雌 しる 。
[m(下 図)エ のTLト ラ ジオ グL)!ム Σ 越 レ 数 値 化 し鳶(A)。 」てψ6乙taoR;xSA
EX… ミ牛 とU～ 糊 値 で1示=Lマ ミニ(β)。 し ユ.3が 工 の へBoじ(こ 湘葺笥 一す8。
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國(8反 応 温 度 の 影 響(楡 の ユ)
鯉DNAとLてO戸P(s)'ηo乙Jp・t7DsA70(tS)'お・`ひ!アsA7D(3s)」 吠上4溜)DNA
岬 ヤを殖 いマ～。 反7r・N↓ 人下{こ・派 「重懸 笈.℃い行 い.‡ 血5稚 度 鳳Aが}しN久(雲 し不 た 下.B6N,'SO
酬 ・()6"t(oO.MNa(£ 符社 下で 栓の他 の条イ午鳳 醐 午(mePfと 太 熱 参起照)1こ 導 二ずδ。
反 応 癌 笈 国 し一 ソ1が ユワ℃;ユ.3ユ"Q3δ,3r。 じb4.4.>6(ン}s.4rrkン て・asg.
RNAC9㊨%ホ 。り了クリ1レ3ミ ド ・ゲ"レ贋コ気 澗 で'功 離 しト 。A,B,○ ヒ菩 に 夫己側 〔ご 才一 ト
ラ ジ オ ゲ ラム ・・)Et/fMtl(:拠 甑 ℃ た 量L赴 一ビ.ケP(bjxNAに,#すS箱斡 値E凍 し 葎 。 図
中の'ms-(iii;,A・B,Oと 善 〔こ ・O-一 〇 ・rp・A(3)圏Al◎一 ●.?∠ 」 團A;A-一 一△,回
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図cq.及L旋 ・温 フ芝 の 兼 多1響(モ の3)
鯉D鵬 と してfri。P(S)・re・Ap… 瞳 ω 靱 ひ・n・nE?b(i)・*5411tv)D齢鮪
モ用u峯 。 璋2L母 京 応 は⊥ソ＼下 に永Uミ 紐蔑 で 行 い.剖 ミ ヱ㌫ 湛 友 臼(A)NPt(!不 胤(B)!i;りM♪ 歎
CQ-t(c川 δ・H)"A(賄 石・で あ3・ 翅 礎 の 反 た 条 由 ζ 孫 縛 難(萩 料 麟 法 参 臨)1こ 斗
し'"F-・ 賄 滋 遊 臼 レー ン1b・"ユ7t;ユ3ユ ℃;3.37もOl4.4・ ・ec]S.4ワ 。Cノご馬あ8。
巨杖Aに 臼0%却 り了クり1レアミド・'1つレ馳 気 蕩繍 一で㌧分龍 し峯 。A,B、Cl・ と善1こ,方 ンOStlに 才 一 トラジア り"
ラム・・ ノN・側1こ 養甑 そ魅 し,t7)DRNAを 逡 隼とU～ 紳 荊直 ε末 した 。 図 ㌣の醗 』≡∫.A,B,c
とRF()O--O,rrnE(i)鯉A5● 一 ●,reご 刈RN・A;△ 一一一△,rnn石 幽ぐDR.rNNAて 覧あ 答 。
66
ター 複 合イ奉 の形 哉 レベ リレ 「芯 詑 斡 雨 薄 もの で(#Z9く 、 環 境 只こ工,て 愛動 す
9こ ヒ乙 明 らゐ・に 謄 。 このitr9プU=〈 一一9--me友 の 微 取 隷 討 εお
膿1こ ヲヒ分 留芯 一すN'き 、蔦、て・～自 り,合 く 以 一 の餅 下 て"プ ロ・モー9-一 こ"とノ)
奄駿 ε 魅 層で'き§tλ 、少託 γoナ艮合恥 号 系(9悦 の点、イ憂 ψし了～ システム、で虹あ
。麟 め.流 諏 伽 に座 鶴 叱 嚇 糠 麟 ・爽 糊 への騎 蒔割
や惑 シ。の 蒔 困 鴨 じ袖 て,遺 備 溌 現=噺 融 劇 晦3こ と6曳 ら低て い&t・1こ こで
示 しム〈Fムな 南暑反た 爪 の愛廟 駅 粛 胞府伽1＼」粟填bの 愛化」こ応Uた 兜飾1御 に瞬宇して
い3可 和…十生わ時しあ言.
銘7坤.2っ の ハoラ メー9一 の 迷 …里 的 滝6味
♪人上.thM)t7tV戒 合 奄 辱 禾 を 用 い.こ の システ4の 建 漆 的 特 牲 と 隷 胸 じ(
こ～ミづ団 ここで'ユ)の バoラ ズー9-一 のr二s留 的 誌 味 ヨ5'よひ"フo[コ モ ー9A-b8重 ㌧渡1さ う 、「て
考 県 乙 加 えて 辱 る.
プ ロモ ー9一 突 灘 ・蔓具 森 が 樺 の オへ9ロ ン で 争都し分 離 ご己ベノ・ 董載 うの 解
フ昨の蘇 一a5冷 負城 や 一`0ノ 嶺 ユ寅 の フ9ロモー9一 ス暴能,に 蘭rf8重 」薯Liel1Fbv・NSI)i)6S
似,ユ Σ)
1こss「 〈ミ乱ft('(迫 斗 で'CU入 工 的 に 変 異 Σ 起 こし.ス ペ ー サー歳 域
(24,ユ ∫)
の重身 Ψ玉,着慰 乙した と"iii7え3.
-2うの ノNOラノ}夕一一E解 獅 じてSて ・ftの崔…理的 志 味 Σ 嬉メし3傑.遺!鱗 自勺
に*.ILPLF.iJiLら の4S・9SSrm'と 関連 が 鵜 あ・と・う・6・とり こと・6・・ltssssとLて
あ ず ちれ&/S>回 用 い径 ・iY+mu・atec£fe"Ap〔cU,esのフ・ロモー ウー 趣 城 の


























図 」め.プ ロ モ ー9一 ノ鑛 域'のDNA血 基 配 列
本論 支 で'解 祈 に 用 し確9種 のX賜 菌 フ。ロモー9一 の プa・E-9-一 一 /ssias,
←50(ノ+to)のDNA塩 差痙に列 を 示.し7ミ,。 叡塾1ミ ∫本 支二(萩 料 と力 迭)考 唱艮 。「3S
磯 戯 お・`ひ ・一 【O!igE1ヱSlhNのイ鵠 画Z到{9下 線 「ゴ 示 し為 。
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ftt;lf5・vzppaPPに;siezs'tw"が効 ぐ 効 か ・… と ・う 嘗 論 ゐ"あ ・T>・ 」diL
(1い)
1>i7tし.無 次 の6fON・'b・ り Σ.5Rvr){S-thとLてM"zuslt;wtavbの凝 兇 か%げ う 此
3。 勲1ら は.・ 〉・,・,、vbr・SEIsy.kの 反 海 条 件.瞬 に 塩 海 度 に よ ・てpp&PPに
Vtbb
6g嚥 的 」鱗 榊"が 湊ζ漕 ～ り 起 こ らな も＼)ム ザ 可8・i1と 乙 報 毛 忠 冗 い&入 一餐
の凝 云しLて ～陶議 論 隊 反応 餅1こS9■ の と ヲらえ.ら れ る 。tた が 」τ.ノ λ κ渤
痕 倉蕊 写 乗{こ お いて.聚 繭 プ ロ=(一 一一)一 で ド なeが と 隠 わLh.r>r)c・ ・9/lps,枷 動
に 翠 騨 陣1が ・認 め ら叔=9も ・,る 傭,プ ロモ ー り一 嵐 肩 ・)ivsgて しttG9`rs(餅 が 不
適.当 ・で あ っ了～ こ と{こ 起 因 一す&δy能Y主 が熊う鎗 §。 この点 、さ 明 ら6＼ にご竃3敵).熟
(8)s"1r亭U'つ
〃託m爆 合車 辱禾 のTStStYN十 の瞬 Σ 処 の報 管{こ 藻 う・しいて 改 変 し.PPθPPの 影
璽 を 改 めて ス爽EtLて ∂ナム 。 粛 果 乙 図 ユ5'こ 示3。 前#で 元Lた お に
Ut・ 条片 が 馴Uこ 」 りraeas=ff多Nの レ～ レ が 変 仏 了8こ と6Vt図 ユ τ"善柵
め らd匹6。Lが し.こ 昧 ろの綿 下1こtsLいZi!S標零ト粂件 下 と 局 様k.
O・sAρ'・n・nZ1b/・npLJp(N一 糠 的 輯 鞭"b門 酪 め ●らψし.rp・Aps.h・nZEbz
は 榊 に 畝 τ い7Cl一い・ しr・bNL')て.Fpappbeミ車 辱 碑 制 びr鍋 め ら眠 ～毎い
Zつ の フρ口曳一 り一 億 ・ 反応 条イ牛1>天 ζ因 一す8の で てミrな(プ 冒モー9一 本来 の1注
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rpsA1レ
rpsA3】 レ'一"一 ● 齢 ● ● ●
禰 一一 繍 ・麟 噺o●o〈lac
図i3・ 反応 ・条件 の 一一ge…簸 とPP費PPの 燃
鯉DNA・ と(て 色cρ'nnoEi)(L)・ りPε4PCIL)お 《ひ 伊s命(3s)各 ∫)NA
断片乏用 い悉 。)賄 痴 牛 は.ppCtPPの 如 果乙冴ム 城 〃説γび転写乗 の糖 き参 き1こして
llk・kの繍1こ 〉欠に五 べ る改変ε加 えて し、δ;レ ー ン1,諏 率 貯;ユ,N"改 き
κCQ-u9「k;3・ 吻 計 綴 ε3唱6'ら 廟 凶 こ増 加 拘 枷4、 ゲリセロー・vz
最1鎌!0%で 渤 口。 訓 ミ.倉L一 ン と菩cし ぱPρ(fPPF葎 一ド,bはo、 ユ叶M
ppapa有 在 丁=τuあ3.4魅 のDNA(}liVLf「iE.o■P・ 副 しず っ と ΩNA・rT〈eリ メラー ゼ'き8、OP副 し
(en4メMe/DNA=」 ≧O,erz>rme/1)ro暇)十el…to)用uで=。 良NA権 物95%木 ρり了ク
リレ ワ主 ド ゲ'レ馳 気 瀧 刀 で 》分 碓 し呑 。rrnB〈 ρNA同 講 ξさ0恥 のnnnEp(L)DNAUttk-L
(>aSBmaWagaプ ロモー クー1こ 宙FSIY6FV〈Aτ"あg(・fgtsC)T,ipN.Lレt60b)。
マ8.
こののb.diL.,,、 ・tr。湛 卸 転辱 系 で はPP&PPIこ99フ。ロモー9一 ヰ趨 的 転 写
榊 囎 ゐ 邸 見 弊 ことD・・RUy#,」 輯 因 ㍉ 解 哲 の蘭 の 玖 テムeLてnga刀 な
兼 て睦2ら3こ と 乏 示Lて い§ 。
Xa飾ppCtpρ め4F用 て&殺 階
茨 に,ppetPPが 作 用 一す8」乾写 の段 階 駅 ど・こが を 明 ら8(こ 「B破)・ 以 下 の
莫鹸 Σ縄 んrss。,P&P,Σ 複 合体 形 飯 瞬bら 春 在 寸 で8東 と.複 合体 形 成後
甚 薗と屈 瞬 に3飛 加 苫 葛糸 とで 首の・嫉 を 仁(敵 しる ・ 蘇 Σ 図24・25,ユ6・
およぴ ・7に 示 す 。ppftPP¢sglknUN}の違 い に報 切 巣 の 荒 異9謡 の らLAZS
い。 した わも て.Pρ 師p同R.NA爪 。りメう一ゼ ーフ。ロモーター 隷 合 体形 孤 後 の段
櫓 て"旋 の作 用 Σ矛己揮 「「ると いうこと 〔こな&。
沸c㎞ ㎞1岡 胤 一 プ(9,ρapph・"爪 ・一 ズ インゲ 蜘 ・呼
塩 耳 藪 〕棘 ・塩 中 の 了イ ドつ ング')Σ/馳 一すミIT…銘).そ の 轟魯合 し7Σ蘇 とkて
　 の
鱗 碗 制 が 起 ミ&・ あ3い(9緊 論 制 御E受trssx(ぐ ロン 肉剛 こP卿 ρ
　 ヨラ
し`§ 」転写 蟻 液 を 促 蕊 一鳴 調 瀬鎖 工或 がUあ魯トめ に 』転写r町 制 が 起 き6と ℃
る説 εGEanし てV8。 い寸漁ノの説 労.PP8PPか ・・4律思 可8段 憶蚤臼 構rの 絹
脂 段 菌 で 【9!建く 藪 反木yの誉蔓t雷"ぴ あ&と してkl書 。 この指摘 しブすし.
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● ● ■● ■噂 ⊂t《rpsA3
繍● …u〈rp1J
・・一 くrpsA1
醐 ト鱒ti綱 瞳 醐 くtrP
図 ユ4.pa(…PP蜘 ロの 爵 殺 と ・Stの影 饗(℃ の1)
り7tリ ーム 蚤 自曽 櫨 伝}b井 す電 影 雫 ε δナた ・ 鋳 型DNAと してrecAp,frpP,
i70LJ,o,榔4ρdS)7ヲ エぴ 亀rアsAρ(・3S)志DNA断 肯と 用 い ト ・ 唐 フセの 反7Tv・臼,o・l
P戒 「h循DMA蜥 と7。PNR一 のmA7t・eり メラ ーザ 岬 し・r"g(enzy・ ・〈:/IDtxtA・4,
e"zyNe/pr・r・ ・Dtu・ 一(O).poCtPPεAて"tgopene。ゆ 〔e以形 哉 蒔 ひ ろkittrptt,8
t'Fgep・ ・K・卿1℃ 顧 蕨 後.差 破 と 同 時 に 兼 知 し7E・PP師 ρ 羅 度 慰 以 下 の と5!・)t'あ
5:レ ー ン1,0・Mち ユ,0・OS・t・t33,0・tOmPt;4・o・ ・$・M}619こ ・・5,




図.$,ppGpp… 瞭 加 の 爵 旛 と その影 醤(そ のi)
り7s:・t一ム 馳 賞 甑 吉 の麟b期 騨pa♪PのmatzS.b;kTv図婚 娯 灘 課 乙 定x.
数 倒6し て 測 つ し葎 。 「牌 は 図i4q)説 明 離 の こと。.襯Aの レペ・1レFま.$'4じの小
S6')r>晦)RlxSAに対 博 る 繍 種 一で 示LL7玉 。 図 中 の噴己rlきは 上丈下 の と・「お'り:画 一一瓢,








rrnE2D脚 一騨"一 ● 一 一 の鴨1■● ● ● ● ● ●■●
● ● ● ● ● ● ● くrrnPx
22雪,:=222223==17貫
図i6.ρP(食pp漆 加 の 時 穐 と モ の 影 響Ckの3)
りrc'・,)一ム9?tNA塒 の転 写 に朔8PD師 。の 桝 と み た.ee1SLDNAと して,lacP,
玩ρ戸,青`ぴnno醇)(L),各 ゆNA断 汽さ 用 いト 。 散 の 反応 臼.o・3ρ 扁 し「亡)のDNA
鰍 し15囲 し のIQNA'7・K。 り灼 一 ぜ 給 々t'"L18(c・zy・ ・e/DNA-16・7,・tU・2Y・£./
P・'・y…'5e"-tO)・ 脈 ・ リブ3ン 圏 シ ン リ 村 わ り に へ 八ωリゾ ーE.iiElvT"・ こWt{こ9り
非 特 県 的 群 」慰 ㌃ が'か な りeWJ:〔0し ハ㍉ ク ゲうウン客'6、登 畝一い に 「お 蔭 ・PP6PPを.Aで
嶋open。Dmple>(・ 筋 輔 ゐ・ろhrzt・t'おτい`ec・P創 α臥P、e× 欄 茂佼 碁衡 ～vNEII-k-suu加
じr-一。PP(壬PP濃 蔑1旬 ユこ人下=の と'お・りで'あ3:レ ー こン1,0頃 μ;2,0・(95Pt)t;3,0・COPtM;
















図ユ7PP6ppNk加 の時 瀕}と その影 磐(ヤ の4)
リズ リー ム 酬A翫 溺 轄Lに 禰PP丘Pや のJiy:!9Ec)i"1$図 」屹 の鰍 蘇 ε 走量
数 値化 しτ表 わL7:x_。 欄 臼 「図」め の説 明 さ渉 眠 のこと。 各臭NAの レベリレ筒 慶花の
八 さも・,て～pmR憩Aさ 惣 牛と し恩 霜 姉伍 で 永 しト 。 図中の)egR9.鼠 下の ヒ厨 り;
▲→ 、kORNA～ ●一・一・1●,rrnE(0ρNA3あ ・ぼひ 亀(=トー ・○,nrnEQ)RNA.
鴫ttミo融;ぴ"
藻 走 して あ り(図6中 で入亡3ニ!∫ ・分闘)、 蔓長 反応 還 度 の蜘 し Σ判 定=Y3
こと臼 で きな い。 確b＼uう τ.ホ ρ一 ズ イ ン ゲ が 促 琶 こ戯 ト か ど うが 【こつVて
(9不 頭 て脇8・ 一太 ・側 こ 東 《聴 フ.ロ モー ター に 搬6PP応 鮒 甥 毫母瑚 衰
調 節磯 ∫践 が め尽と て 甑 ぱ.」 転埠載 最 捧 物 で あ9短 いQNAφ 、・棘 出 ご 轄 ぱ
一ず7ぎ 慰～A`tevし に聰 当 『丁電 呑
の1ミr認 め らLPLZJ6、)良 。 いr輿 ぺ、【こ し(3,最 く誌
的 に(むppθppに ・1;t)フ9ロ モー ◇一 年繰 的 な.転 辱 鋤 活{む 「爵 夕)ら 眠 てU3の
で1.pp6ヒppの 主専 作 用 点、は 延 覧 反 応 ↓'ん前 の 段 階1こ あ 電 と 考 えゐ 眠 さ。
iN人.上一Eま とめ9一と 仁ρ&ρPぱQ尺A/TKOV)()一ゼ ㌧フ9ロ モー-9-ra合 傭 多
於 後.2NA合 成 照 姻 §!で の 殺 潜{こ 作 用 一すgと ・考 えノ3一のが 妥 当 で め うう。
覧4節ppaPOの 作 用 騰 構
Trcu・ersr5;緊 踊 制 御 磯 け一9Tへ9ロ ン と 一StJ"c"r〈,pいxへ 。ロ ンのfロ
モ 一ーり一 塩 基 配 列 を 齢 討Lた 毒 果.聚 縮 プ ロモーター に共豊 可 §蒔 匡 芝
`tt4)
Nい 叡Lマ ミ。 そ久 ぱ.緊 縮 フ9ロモー-9-一 の 一1C魯 域 かち 輔 獅 自楓 直後
の狭 ・・頗 工或1こG℃ 塩 甚 斡 がne・ ・一摯冷 で 春 庇 じて い 風 焦 て電'、配 列 の保 春
度 縞 い こヒか ら 緊 論 醐(曲 ・ingtn+s・?uen・e)と吼 ていug・
acノ 含量 の9Sで め陣重 専 τuア)各 、こと{む.ホoりd(A一 τ)こ2卜 磯 と"Neりd(X-C)
二左磯 乙鎗 蓮 と し養 瞬 の ΩNA合 板 し 古 、1て吾 ρpaρPが 彼 浩{こ 』巨写 榊U
密L.
E{r.SLCiS>謙 人工蹴 黙 酬 乏鞭 儀 フ・。モ_9一 粥 韓 榊 鵬 弓
(ft(b)
〈 畠)た こヒ か ム 論 証Lr〔Ll8。
この 時 め、 殿 縮 フ。ロ モ ー9-一 の 下 汰1こ 笑ll㎏ 雑 邑 瞳4乙舎 乏 つ舟 ミぎ'.そ の 撞4三}
(いマ)
〃)溌二竣鉢 鼠節 めい 〕¥XLf宿制 御 下 にC?FtN)7ミ,こ と 乙 示 一す キ侵「Yfeあ3.智婚 わ ろ.聚 編
制 御1こ 香 い τ は フ9ロモ 一ー勺一一whrMc;県 絶 フ。ロ モ ー-9一 とCて の や1御!綿 塊 桝 春 廷
して い δ こ ヒ 〔こ 硅 き 、
こ汰 ら礎 誤 とth読 の 混 令 私 写 禾 芝 用Uた 解 哲 乃・ら得 ら賦 た 蘇 φち
彪 ん 各と ・PρffPPの4乍 綿 層 庸 し つU一 て 」一敦下 の よ う な イ良説 あ、"疋て ら 嶋.フ ρロ
モ_g_、 頓 エ嵌 で 裡 合 体 乙形 城tて い δ ΩNAホ 。ソ ヌ ラ ー-e"の 」を足 渡@'フ9ロ モ 剛
9-一 に よ デて 一具 ㌃ ♪ 唱て い8・ 特1こ.聚 藩 プ ロ モ ー9一 て・固 」その 』鞍辱 蝋 帽 塩、
何 遁ンbv・6ヒC塩 甚 対 一豊 畠 な 径 めfこ,[>NA二 本 鯛 もw専 定 て・'ネ夏合 イ奉の 騨 ミ度 が㌧低 い。
PP8PPt9こ へFう な 状 懇 に あ §RtxA7KPり 又ラ ーゼ に4律 電Lて 煮の 複 合 イ奉 Σ 鮪 城
ごで8。 その"錆 巣,読 ・露 でκ)荻 合 」竃 写 系 て巳6測危 さψ配8単 」写 照r臆 可 能 な 複
創 奉 の レ 〈こ'1しノが 亀」釈 少・一す§ 。
今 回ppftppに 晶 乾 尋 碑 制 乙 軌 す8tと が 確 瀞 こ畝 喪 緊 礪 フ。ロ モ ー9-一.3
権 ・,・7・L」p,np・ ・4。1,rrn4・ ノ 〔」 しじずd・Lモ プcr■-9-一]bllSL2」E.a)-52つの
ハPtラズー9一 の う5複 合 イ奉彰 成 の 平 衡'レ ベ ・)レ が 低 く、 不守 足 亡 乏 裏 プ げ てU§
翻 占 駄 ら靴 魯・ 一 え 衆 論 フ。ロモ ー ヲー て糧 碓 る・逃 伊 ・・伽 ,伽 動
δ竺.
ぱ 前8っ よ リ 高 い レペ》レE示 氏 て い8。
不」差足 群 複 倉4奉 の戴 写三が 彰檸 』工眠 器現 象 筒RNA凍 。リメラ ー セ"で 旦舗 氏
へ ・・。リン マ略 凝 め ら 仏ふiggES"nsle-raWtマ"行5ト め,R7tT・:t.'天'に
リフヤン し。㌧ソ 寺'1:tt;へ 、ハ。り ンEタ 盃加 「参さ。 り一ファンceE.ン1ミ 「Rト ↓A飛 りメラ ゼー
の 巨NA合 嵌 座 位{Σ 作 用 じて 良NA合 成 を 灘 し.ヘ ハ。りンf9巨NAポ リメラー ゼ
にN雨 合LてDNAべ の 話,合 と 杭 げ て ΩNA合 放 乏 彊 害 鞠ず §。 両 泊 乙疲 い わ けて
み 憲と,リ 乃 ン し・ン ン で 糧 予 想 辻嶋 プ ロ モ ー クー う・ろ の 正 慣 の」鯵 潅 物 ↓噸 トに
右 弱 い 』zagi}物 の バ ㌧ ド ゐ略 認め う・匹 る.い わ ゆ8バ 。ク・ゲラウンF'b'"itkい ・
こψUこ 桝 し へ 八。リン で 区 そのS》rs一 ノΨ・ソク・ゲ ラ ウ〉 ド ダ 低 い 。79・kら く モ 多
厳 ミ 甑 夜 複 合 体aSS不 毎 定 勺1;一 ¢Sh・'へ 八・りン の緬 令 で 離 帆7話 の と,Pt*)LPL
3。 この9》7sへ 八 ・1)ン の 芳 馴 的 ～9作 剛 こつ い一(CGr.'促 のt"11Mlし一 プ の岬 免 に 為'い て
擬 勧 戯3.(川 川7氏)
ppaPPのrms～ ・・りン と 以 ℃ 、tsと 彩 え らLAZS.体 乗 的 盈 区 輪 す
づ轡 味 吾 畝3。 生 体 肉 でN,PρaPPが!褄 合 佐 形 成 後 のR;xSA7tPリ メラーゼ
1こ循 叙 て 乍 肝 眞 の76Xpp6四 乏 尚 合 確 ρNAだ リ痔 一 ゼ ろ喋 論 プ ・
モ ー9-一.・ ・(crzae4tSsie・,SX'〈ze5ぐ崩 殿 して い く のz!〉＼ その ・e・IB;わh'らIS
い 。 しb・L.し げ 脈 の 場 倉 に 考 不 存 足 さ が'Pρ6Pρ の 如 果 乏 考 λ.8上 てtt
宝 腎 と 思 わ ψ㌔&.
rif・}・.・ 「iu、ers`・)eigl」iltL'-r:聚 編 配 梨r欄rnnEiE・2善緊 縮 フ。ロ モ 『
ε8.
9一 と して と りあ げ'ら 甑 てu8。LbNし 滅 伽>6ro♪ 艮 合・転 写 弄ミて"フ 。ロモー ウー
Σ 個 刷 に 解PfU}蘇,ズrη 摩z'9聚 論 プ ロモ ー9一 でYミtZtiPい ご と6い わ'6,)た 。
(tl8.llO,【 こ0)
er・..*{tft4diのrrnか 亀 ン て"'i!;周様 」の 報 告 が ゐ 這蕨 て いき・
怪 が,て 、 緊 爾 配 列 團 緊 論 プ ロ モー.9-一 ピ・あ8た 劫 の 必 夢 条碍 で 尽 あ δ
が キ庚 条件 と 博 盲 えな い ・ 何 る・別 な 要 因 が か うんて"い ミtとE示 唆Lて
い3。
岬%6幸Z9・ 一 複 数 プ ロ モ ー9一 系 の=輯 ・
第1節 ネ隻数7。 ロ・モ ー9-一 一爪
→ 引 こ.1)の ア へ。ロ ン(rlS;(')の フ・Mモ ・-9-b"tz?)り.車 写 潅 物 善1魅
類 で あ る・Lt)Lし 梯 ト的 に プ ロ モ ー-9一 Σ複 数 持 うVh.uし ・ft・ple-pmrVLo+er
5ソsfexノ(・121!数 フσ口こモー9一 ヲ巨)才 ノ＼9ロ ンt15Nt'知 三)叫へ一て し1さ。
最 も 肩 釦 な 複 数 一フ。ロ モ ー9一 爪 才 へρロ ンi9り 六'リ ームlv・NAフ 「INLeロンでt「
あ さ 。 リホ}'ソー ムR凡A尽 翻 丼包甲1こ 縫 ヒ イ}在Lr=U8。 細 月己 ぶ耽圭きて い
く 敲)1こ 〔ぱ 洋'訂N転 号'翻 煽 ミ の 齢 置 の 唇 在 が.及 ・須 で あ る きと 透 彦 え一Mレ
ぱ 権 の リr・〈'り一ム み喀 石LてUli$琵 も う な ザ け さ・ 翻 獣 さ甑 な い リiXL'ソー
ム?txyxdSNV夫 量 に 産三ヒ主 さψし冬 フ擾 庸 と丈 て 直 く か・ち(1)オ へρロ ン15Nt㌧複 数 春
在 す§.(の プ ロ モー-9-一 が 巖 数 有 葎L.見b＼ け 上 款 。ロ ン が 複 数 存 在
褥.asgいes(3)リ 木 ・ソー ムRj・tA7r-〈eMン の 重 母 遊 特 異 的 に 凋 也 了 δ 断 シ
が 蒋 石L'9'1];と い う3っ の 可 能 守.主が 挙 げ ら 敢 て いT●e童 伝 的 解 荊 一 あぱ 御
鵬 う クロー ニ ン ゲ と 塩 差 配 列 決 肇ミ に 」=9.(り と(ユ)の 可 椛 健 の 正 しさ ・
Vsわ ち ・ftの 実 狂 づ・1麟 明 ご」・LT=・。 天賜 菌 藻 色・捧 上1こ 〔9・ ・ρ4か ち
くドし　エの
rrnH手 ℃ ・(rrn戸 は 欠)rτ ♪の リ7r〈'・2-一一b.(?NA才 へ!ocrン づΨ 蒋 在 し ・ 各 々
(し嬉,1ユ4.t$,1エ6)
の7・N・Nンh＼ ・2♪争)フ 。ロモー9一 芝詩 。て い8こ とが 元 さψしτこ ・ ワ)のX〈ecr
ンの 燧 醐 慨 喜 灘 ⇒蹄 〔こraい ことt15Ni'爪畝 てU8・ 可能 健 ω のPt
認
(隙 ぱ魎洩 渉眠」
馴 陸 因チ{こ 蘭Lてtll;幸 賭 バ 匁 、・1こSb＼ かわち「ずuぎ 副 こ ヤリ薙6マ'鰹 蒋
さ ψ曳て い な い 。
Cli17:.1⊇D)
力"う 外 一 ス(ea乙)7・ ・〈・PtンSユ)の フ。ロ モ ー'g-'Ees・ てLtg・
、ga乙X・x・ ロ ソ1ミ1糖 尊 ・陰 の 粕 分 解 醐 乗 群 て・あ8カ タボ ラ イ ト 遭 伝 ÷ の}程 一で
あ3.カ タncラ イ ト 瞳 伝 一シ19環 状Aト4P》(cAMP)と3筆 斗尺!¥MP吃 容 蛋 自 「筥
CeRP)とCtよ 、Z肋 転 写 が 痢 御 ご 甑 てt、3.rrZSb1・.cA"・tP--CR-P
複 合 イ奉 に よ り」継」写 が イ足進,さ の一ミ,ゐΨ、 炭 素 源 房 角年 【Σ基 づ く じAト4Pの 善E田包 肉 存
」i!if!itの伯》下1こ よ りcAM↓)がC良Pが ろ 離 ψし.,iの 挿課 電 覇 ぱ 職 少 写 る。 後 漏
の状 轟、を ガ タ飛 ラ・イト 抑 『鮒 と6＼ ケ"しコ ー ス 効 果.と ノ言 う 。 この よ5な 幻タ 戻 ラ1イト遺
伝}の 一 野 に お・いてea乙 フ「/＼PMソ が 注 国 工dikて い 葛alg.cAMP-CRP複
・合オ奉の 肩 臨 ■こ」 り プ ロ モ ー9--iイ 更 い/tilナ でー ～に茎点 ・〔こ 孝)る心ea乙7へeロン に
ほ5rM基N「 猟 て2っ の プ ロ モ ー ターh・'Arxレ.正 のWI御2eウ 「こU§ 蒔
tg下 丸 側 の,O"Jし コー ス 効 果 を 受 ケ て いS・e(9上 湘 副 の プ ロ モ ー ターM"
吊Lて い8。3aC7「 ンNeロン ぴ ⇔-tr"2つesフ9ロ モー ター で イ更 い冷 け3よ う{こ ～諭,
査 」M、 」i陣1床.あ電と こ3て"あ3。
th・ 蛎 π・栽 合 輯 天 舗 し・た 一蓮 の 揖 兇1こ お いて.リ7v・.・ソー`NIE,stSs1Y
プ ユ ニL"トS伝 十■ 」複数=フ 。ロモ ー9一 天ミ毛 碍 う オ へP〔コン て ・あ § ご とび わ6・った 。"・tの
解 蝋 過ズ呈の'謙 細 は 凸§晒 「rsbXNS,約 固o癌 魅 対 の づ映 い メ蹟城 内1こ4二)の フ9ロモー
sg,
クー-6V'irsELてU3・PanSv・vMワ ・し一フ・1こ駅 着tpsAsuS-zS ,ク・ 一
ニ ソ づ"じ〔Σ フ 。ラス ミド を 徐 た1こ ワ(夫嘘 寸 て い ミ.厩 〃t'ooで 艇 の 廃 継 芝 貝 るこ
とc:」t)4・ 一〉の フ・ME-9一 の 再 碇 示Lu8鯉1、P、 ち4Mフ ・。モー9.一 の5・5
P2とP4に 調 い フ9ロ モ ー9-一一 て"あ り、 蝋!屍 治rOタ 羨合薫 写7系、re・.4,{杵Ek,3V5
と 董 化 亡 で"て 芒 調 べ た 範 囲 肉 て"ほ とん ど しの 無 母 億PlとP3う 、」ら帽 ミうτU瓦
PlとPB(9善 うβO,豆 墓 揖 へ おe葎 、一て い る。
一一igのth〃 ↓'物 混 合潮 写 東 芒 用 い た 解 祈1こ あ 叩 て
.渦 お な 纏 数
プ 目・モー り一 爪 オ/XOCtン の 十rUivNcav←eし †Rrap1CUTeeSも 用Uて ミ。 り木 」リーム、
QNA才 へ9ロ ン のtっ,rrnEib/とrrnEilz .あ ・IIひ・ ソオてt'、ノー ム 愚 臼衡S1サ ラ'
ユ こ 介 歯 唇 き のtps4i。 、 とhps・ 勉 ℃・あ さ。 畝 ち ユ)の 脚 ロ ン の4)
の プ ロ モー つ一 に.痴 一ず3嫡 卜佳 Σ 改 あ て 手 と.めて ∂ナ た の がX6rVあ3。 この
浪 ぱ 上 ジ起の プ ロ モ ー4一 と 「F氣 凶 プ ロ モ ー9一 とで Ψ主櫓 づ'rナi5)vtiでt"vsの で'
博 は 、・が と 薦 え て 等 と タ)て ∂ナ1定 モ の て"あ 各び'.こ こ に と,)26げ ・に 凝 卜1主 と ℃
へFき 疎 甚 準 「ゴ'訣 一 駕 こ とtg-ct'Lt磁 か)ム 。ae(gt)、扇 一 の π〈ρロ ン に」臨 し
てvrE個 々 の フ9[!モー9一 が 個 性 乙将 デ⊂お ツ ・髄 に制 御 こ賦 てV;5こ とが
う6あΨえ6。 そこて・一 オ〈9Uン ご と1こ 綻の 複 数 フ9crモ ー9-一 の・特 †主 と 柱 躍 的 誌
義 とE2!g.S},.し て み7ミLい 。
90
表6,ネ 夏数=フ9ロ モ ー ター 条LのNitSiE.
プ ロモー9一 'や「が一 ター 工 '、oラ図一9一 ユ螂 重庖温度 凶?P盛 受性
く速,庵) (レ 〈切レ) ¢3プヒ》 《!弧HNαd劫
上兼側 プロモー9一
つ鱈命 ノ 麗 い 低 い 中塩i 高 藍 感 受性
が〃母! 皿 い イ底 い 低蝋 中混 尽受性
下…綱 フ循モーター
η鰺命3 よ兎 い 福 ・、 低塩羅度 喬赴 毒応受性
戸川 摩z 遅.い 為 い 中曲 軽漫 中 …濫 ⇒ド応受性
複 数 プロモーター 乗 のrp・4e5・S"U,'rnnE両 フ「〈・Vン の 各7'ロ モー ター 粁1こ つ"て,
個 々 の プ ロ モ ー9一 よ侍憧 乙#と め 良 。'te"7Y-9一 工 お・・9ム・●コ=に う いT9図 ∂、q,
1αu・ ず蒋 ぴPと 表5を 参 ～魚.至 血 遍i紙 度 に ついて ぱ 図(5～5・ ぽぴ`b三 参 鯉k。
重題 遍 度 は 図17,13翻rぴ 回 を参 楓 。ppCrppPt"受 ・健 伺 図 一2-1青`ぴ2ユ Σ堀 、。
r璽c
寛 よ 節 脚 β 才 く哨 ン
r"n2Si・・zの 鮒Aだ リ メ ラ ー2"・ プ ロ モ ー9一 齢 体 形 成 麟 が,応 蜘 こ
Eい こと鵬 猷 て ・ 譲 数 フ・S・E・-9-一.;F.とUん と・・IS9,CU・ ら 物 たP、 φ嘆
わcaて いるil・一の と 汚 メし らdNも 。4也 の ゲ ル ーフ。 か ちき き困月包内 の 楕 在
{ttreSフ9m('-9-一 一1由 衆 般NA麹・・こ腱 凝 帆 てul野'(3.誕 緊
縮 制 御 乙 受 ワ 物 制 御 の速 効 憧 ゐ・らZatsrrnZE。 、づ…sigフ ・口R_9-
T"il?)55と 翫Lτ い る 誌 ん の ・rnnZ1;・Z(e斡誌 劃 こ 爵 ひ 勲 限 の
車 駆 秩 給 マ るの1こS¢kf!9iK6"asgの と 葱 え8.iq・kろ の"IMwhtEII;.th
曜 ゆ 稀 窮 辱 乗b翻1て5噂e-rθ 螂 し の・1IELSICrLLtSZeFく 閥 慌ple噸 岨
の亀 写 と行 う天 で 羅 時 変化 き 追 ・て ・・rアぱ .tff(・e3Eづ サ6腿 引 こ1も き りし
降 吾のと7」9と 考 えノ8。
究 δ節!7)s!4才 〈PNン
磐4β!,r7E)s,4pBと吾 に 周 樹 隻の プ。口 美 一 ρ一3嵐 友 Σ 示 写 ハoラ 〉(-9-一一
値 乙 示Cす が'.2)の ノY。ラY一 今一一 と 善 に りasApsが 薩 、い 傾 虐1ε 涙 す 。 こ
の戯 一e'(NOtxsA,p36・'SE.agプ[rモ ー9一 で あ8と 盲 ん δ・iktL」ts.リ7."リ ムー 益 自
働 衆 齢 脚 と・・})zz(i(、6Nら み るe、 ρ面PP鳶 受 健 の 榔 為。1ゐ吐 辱 フ・ロ
モ ー9--C"〔 マZJLい ゐ＼ と ひ.う 考 うし が'i;i¥わ 〉し で く 銑7～ しも＼(>99ぐ 一の り7虻'ソ
92-一
一へ 蚤 醐 訂 聚 縮 制 御 ε 曼 弊 がkかL ・Slサ プ ユ こ ・'ト に 嵐 し 「:(ssiの
イ嗅 面 乙(9)を り示 、し鳶 デL-9か ・貝一当 ら1ま い 。 控ヨこ.当 ゑ.匠 ≠αり楓 合」転 写
勅 緯 庭1ご 猟 ば',t7…AWa}-c"厭 編 ヤ 卿 榊 瞬 に 急 敷 な 靖 脚
制 ε ホ さ ずPP・fippPt・ ・9tl・sのrps4p'の 命 闘 「 寸rsti・sr11)約1弼 の串 辱
城 ケ?E」ii・'IY・)"(r'`(Grz9い ・b・と 糧 軍 達bWで 蕊 。 善 し 弊4X・N・aン
鉱 と してsP・apprwe・IES.'et'z7>gと'・1;-UA.t15rc'、ppaρP作 用 薦 に り。s,47・!txv
rpsApGEリ モ ー ト し「び 転 埠 モ 碗 制 一す8町 椛 し1生tN・彩iしji)軋8。 しか し 、
P・aPPり6B甲 はRt.SAil〈 。リ 又ラー ゼ1-7。 ロモ ー9-zaeaNの鯖 壕 ,「と促 進 ごヤ
る こと一(こas&と 一す81考 λ{ご 墓 づ・・(!,1:ら 「ご ＼ 瓜 フ。ロ モ ー ター 想 の距 触 か ろし
てD=c」 卜Lr二 しなU腕 訓 こ(L、 ・ 樋 曳 て ミ た 艇 .複 ～鱒 形 成 の
平 胤 ペ ワレ 誉 ウ で あ8が ち 冷,合PP州 棉 謄 團A六 ・りメラー ゼ 憶 ネ…麟 彰
施 度1こSlilS4tL,:1}.t1EILUて い3の わ＼と・う6・(Gr・1-)6・!)7szkx・ ⑳ 醗 解 苅 魂 ば
お'・12・L3い 綿 う ・ い ず 姐 こL3・,psA才 へ。ロ ン1151:rr。E7t・NL・Cゴ ン と
異 な り樫 訳 こrψLさ 量 な ・き一で あ 奪か ら、 砥 倹NA合 成 ・蚤 自 覧 合 成 の 函 寅 Σ ぼ
く 囎 してv6＼ ね1ず い～な 合 菩 い 。
第イ飾 ・複合輯 翻 瀬乗
hroE融 ぴi)・sA両 才～ ロ踊.ミ 峙 で{こ述 ・蚊 部 お に
『3.
独 立で ㌧をた1こ 個 隻1玉翌し鳶 う;複 数 の プ ロ モー9-E才 へPロ ソヲび 旋田こ老つ髄
Σ とヅて いト ・ きの書3な 巧 セケな 複 数 フ9「ユモー9-i采 し国 今 さτ・1こ灘 …一うx"
ぽヒベノど〉ζい。
し・6NL.遺 伝 キ が クロー こ ンゲ さψし 綻の 二構痘 解 耕 が な ご帽 倒6噛
pua-grる1こつ吸 才・X・pン完蜥 にC9磯 ・vtdAvlSい が ア〈紺 ジ 糊 喰 複 数
の フ9ロ モ ー つ一z～ ＼"為 ・在Lて い 電Ct6、t'日 耳 ら 一zSNIこle8席 覧、考 満父寅してSLVNるqF51こrg.
ズ きτ い3・7SXpa解 荷 と希 た プロ モー9一 の 中 に 吾 該 当 下&側 が あ8・
ゆ ρ は 静 オ〈銅 ン(伽 乙EDC8A.)の 先 嫡 の79crモ ー9-一一一tttzC)r>
(r軸 血)
唇が.π ぺ ゆ 肉督 の ゆD-・ 喚c闘1こ7z・PzのAitziN"lmSdA.て い る・
肋 繍 網 長 い 中 才 く旧 ン の 下 鼠 の 皐 辱 量 を 碓 欝 赫 ト め の 篇 働 酌 な
フ9ロ モー9・一 τ"あ3と 考 え・らしパーて い8。97ミ.り 。乙こrl)亀ミ∫ ㌍ 乙ぴ 乙 一t7DO
QgCxwuン の フ・ロ モー ター て・あ8が,九 ・玩 〃かrt'C9」}典 のt7・C/〈A
オA・Ptン の7・ ロ モ 一ー一9-,rp乙 梅 むbの 塩 母 が 麗 亀 辱(r・eaA--Hib・LNgh)
こ　 　
して 雇Jレ や・BOmevン 肉 に 達 して い§ と・う 報 盲 脇8・ この場 合
?郷 は7乙 焔 工 一rp・BO7rAocrン 囎 ・の フ。・モー9-一 とvう ことにZg5・
今後湛 「詳融 な量 伝多 髄 解 暫 が 説 じ「ら喉て一い(と,、 オ～ ロン
勉1プ ロ モー-9一 と いう7PE-f$Y鳳 ぐ ず 照 ノ、1ス 「ZNLeMソ 複 教 フ。ロ モ 一ー夕一一 と い う
n既ENybN"一 蜘 ヒ」Lrこ く るか モLLtL7dFい 。 も し``Cう 「s♪に 時1こ 臼.1冒 一 オ ペ
[コン に 属"す8フ9ロ モ ー 今一 の 匡 テ里 的 愚 義 ・・bX"ど ・の よ})1こ ノ溝 且 さdぺ て い3の
・6＼.醸!けkあ る 暦 俵寒 とLrこ 削 二.〈 一て く&。1っ の 才 へPロ ン1こ 複 翰之の フ。
ロモ ー-9-.ネ 隻数 の オ へPL--9-.」 蟹 滅'張.戯 等.が 亀存 在jf8大 ミ7憲 複 倉
しで≦ 転母 課 榊 鎖 」戯 乙 辺寺 う 才 くPMレ 善 澄 場Lτ く56＼ う しLVL7SLい 。
一 促∫
終 章 為 〃渤 γ・ 混 合 転 辱 系 の撒
覧1笥7蝋 侃 ㌔脅っ 藏 合 鉱 写 禾 の 酒=効11醤L
th・ ・e>trD)9!触 き辱 乗 のNG9419複 数 の ワ・P・E--9-6・ らのjti19zA>く
H一 の 反六三・条 件 下一て"個 別 に定量 て・ミ§点、に あ8。 こづへに,より.瀬 ミ識 基噛
σ)〈鐙・取 込;量=を 違二うβ'け で 覧は ス爽鼠 湾8ご ヒの で きな が)7itsフ9口=t-9-一 ざ・との
薫 母 ズ集 縄 の 登 劫'ZE・r本気嵐 「∫る こと が 可 能 と～㌫t)、 普俺 八 イプ リゲイゼLシ ョ
ソ 乏 剰 用Lた た量 果 のよ う に あ魯竜 」芋量 も 測 定ジす(9TNI7)1こ 何k嵐 かの瀞1魅
!1[ぬ§こと 毛 不辱 てuあ96・ ム 短 時 間 τ"縄 果 芝鰻 て燵 る よ5に ㌃,7ミ 。
この 以nttr・ 混 春 転 母 東 を 用 い1も 解 暫1こ$り.フ 。ロモー9～tsrs.1こ
関一98ユ っの八。ラメー-9-一.一5rSAbbフ ・ロモーター ・fV・1,A7.e・以 ラー 一ビ 複 合 体 形
蹴 の 麟 と 一平衡 レ〈こ・'レの2つ の 特LVSII-"IEfl1TSr4Q一ず3iと.6Xt"一 てL'ilEに。 寺1ミ
反応・餅 毛 齢 度 ヤ 反応 温 度 に 蘭Lて ・顔 し辻 で δ こヒ 【こよ リ・SQの つ℃モ
ー9_の1＼eう メー 9-一 が亀 と"の ♂うに 変 疋b了 冨のi1S＼と い」)こ、ヒ善 知 る 〉と・bNv-cuミ
鳥P。itPPも 漁 刀臥 呑 天 で 口rseL,lsと ⇒卜応 姻 生 の79Ptモ ー9-2
冷 樋 で き ～≦。 こ ら1こ9.ネ 星幣(プ ロモ 一ー 9-一一 乗 の肥 見,-L`〈.し て 長の乗 に
us・r)-s.silts/zの個 惟 乏 持 つ フ℃ モー つ一 の 春nE・ 恥 も＼1こ 一99■t6"'で 鴫
このE・一・},(=一、)、,、.t・伽 、糖 蛎 畢 弄gg酒 力 な 餌 断 爪 τ いあ8と 畝 §・
反応・耕 鰍 じ1こ 」聯 痢 冠 今 の とS5禎 合 体 漸 破 の 干 衡 レ～ レ1こ
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賦 じて勝 解 獅 を 重ね て 韻 ミ。 こ賦 鳳 プ ロ モー ター 選 状 性 の蜘 乙を 明 ちわ＼
1こLe・})と 一$9こeE・ 優iiti"し 侭 箆 め て・あ3が,AS体形 成 簸 のpa7pt6fiiし
ば 輿 味 あ8舐 論 が寛 ら1こ9、-scza-tr86一 のと思 づ。
泳ユ箭 李舜 因号の解盾
泌!虎 血り 泉 合 一転 号 天 の 点 発 の 目的1苺 、』転号 因一}がRNA/Tlc:。 リメラーぜ
bイ㌻用 して 艇の」駐辱 沽 健.特 【こ 「79ロモー ダー 特 異順Lが ・どう『顛 し'す8rが さ角噺
一ず3の 臣 有 葡 な 族 辻丈天tを 捲 立ゴす&〉 とて"あ)マ ～。 聚(て この 鼠的 は.本
輪 丈 て"遼 ぺ・て ミ 降 子き1こ.邑 成 こψし、i達 凝 的 デL9の 蔦積 と と{(iSMkas
る簿 集 モ 蓉N耳 ら・bN(こ輌す§ こと.bNL'・て"ミ…7>。 この重刃ミ と,舵 行 して 、ICUA7{t〈。リ
メラーゼ と集 籍 選と定幽一て(3輯 因 与榊 の イ分離 ・精 製 善 進 ノ良 じ てUる 。 い
(虹 、cll-」転』奪因一予解 刺 一の 瞬 一期6xv到 来L7～ と 噛吉えノ=ミ。 蹴!露 亡nりう榎ノ唐転
辱 果 の ・今後 に 期 侍 しruい 。
x3」 聯 応 用
RNA/TKet)メ う 一 etの 」転∫章 垢 「1玉の 受 イし 日 」転辱1因 ÷ 釧 ト用1こ よ)一(の ∂ナラ巳 ミ
る ヒ ほ 下艮 ら ～駐 い 。 臥A脚 リメ う一 ゼ 自身 の 愛 イ61こ 二」")一て 善 達 し"{3と 考 えノらLVkる。
2NA末6り メ ラー ゼ'しむ 庄 命 に と 〉て 趣 辱 欠く ぺ ・か う ご・胤3葡 辱 東 一で あ 魯わで'
q7
ゆえに ・ 艇の 痴 ら的 愛 異 の多くは 遇 凌 廊 艶匪 蝶 秣 と して ノ分鮭 亡 眠&。 荒眠 う
の娯 森 剛A木 。りb-e'ltssthaltV・揖 薦 成 実鹸 「ゴ、vっ ・ユ こ 。ト犠 吃 の
解 苅 等 、こ用 い ら 眠「こしA3。 争数 報 青t甑 て い8唾 異.tw・"Aik・ リメう一ゼ'の 中てll
輯 特 早 匡 の要イb毛 解 祈 さ岨 い39nrgl}bん とtL・e〈.i?・DC)9iZ)(8/サ
ブt!ユこLt'トの嚥 株)1こZF}LLtてs・table畷A《成 が 低 下Lr二vgと ・う 報
説〃伽 鵬 駄 でくじ しヘラ
儲 亀あ る のbナτ"あ&搬 〈 各 サ ブ ユ=kワ トの)螺 株F姻A凝 り 〉しう 一?"E体
乗 的1こ 解 新 一すこ こ と に ・li)、 一サプ ユ ユ トが フPロ モ ー9-SU渡 の.Σ=)の ノNeラ
メー 9一 に ど ら蘭詐 じて い6の あ＼、 づ益叢 度 ・反 応・温 度 凝PP母pPシ 奇IN苓 の 反 六}・
餅 変 動RPt「 一ず電 食NA7憎 り 叉ラ ー セ,いのWt"(こ とし'う闘 与L「 こい 客25izsv'NNら6xll
オ甑 て い く 善 の と尽 ・う。 実際 、フE漁 恭 究 皇 の 野 対 ら'こJt).プ ロモ ーワー 欄'{調
OM'一プ1ユこットか サ で 雄く 偲 のサプ エ こ一・ト 吾斡 して い窓ことL元 唆 「潟等の興 噺 ミ
報若が な コニψVて い8。d算),
尋「匡.天 賜 「菌RNAホ 。ゾ又う 一 セ.亀覧{ミ∫ イ孔/VLN}!かケ{こ 石・いて リン酸4b
tu6"6Ni'gglSこchrVgbYi.)の85ZS化 嘩 的 修 飾 が路 陰 ら一す 麟 素
繍 勧 変 化 のasltr(iD・za砒 漉 ・泉 合車 琴 乗 は 肩 用 「rいあ8・
第4節N来.
洋論 丈 の 騰!で 迷 べT>e)r_天 腸 歯 に剤78逸 な憎報 駆 現 鋼 御q
fusの 制御 が 主9な>VF&で あ8・t(てftの 職 庸 ・lgs.遺 伝チD齢 側 の
『8
言獄聯 に`&吾 のと.一すミ フー 〈ぐ[コソ 「説 、ぶ'広 く謡 め ら畝,て いさ。 この蜘 に」=3と 廠
役 で あ8と こ3のR.NA/T〈 りり灼 一 ・ゼ に う 重専 な 制 御 機 康 が あ る ヒする落 えが
匹 早 彦勉)一て 注 目 こ申し 斑 究が 画しヶ らWhて 八 、8。 犀 論 丈 に永 し7Σ 払 の嫡
汐 この勤 ミの 中 の ひ と っ・で あ8。 私 慰 修 ゴニ論 丈 の最 餌 で この勤 剖 こ つV
て 齢 レ、 大腸 菌i?」・sA7・kP・以 ラー ゼ亀騨 に・転 尋 「鄭 か げ の均 一 の集 団 てtt(9「s
く.こ 転母 活 Ψ主 が 」異7き憲・異蜜 厘塔素 の 集 団 とOfミ 老交ノが 覧齢 しとIJ6郊XtSく.§だ
ろう と障!(ノ で ・い3。_九1レ ・凸5γ・05艮!禽」巨辱 系 に よ§ 」転」阜醗 の 解 ワ角一が,-s`t
のよ5慰 瞬 κ の到i来E一 渉 一ご・苔」ギぐ 丁3こ 二と にr賞 獄L軸 てく1入_5尊 の と漉 信 し
てuる 。
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公浪に赴 ろ 榔4鹸 引 こ陶3f鰍 を 提 椥 て 下tf・ 呑SteenP・d・M・Ptし 兇
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loO
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瀞市た京 区吉国本甲エ五)、 鞭(的 侍 援棚 と して 下 で、7～ 已本 祥夷逡ミ。お達ぴ 磯











4・ ・L・p・kiJR・Smil・yBL ,&G。d・ ・nGN(1983)M・1.G・n.G・n・t.189・48.
5・JacobF,&MonodJ(1961)J.Mb1 .Bio1.3:318.
ぐ'マ83、















































29・ エ・hihamaA・F・k・d・R・K・w・k・miK ,K・ 」itaniM,&EnamiM(1980)in(len。tics























































































m谷 正 往 融 』三莞&石.綱(・9&の 兼3回8丞 命 駆 即 噂 斜 含 繭 漬 ・4Mkprr3・
不尾A・3E行 .鵬.糠 並 丑氏 櫓 田St二.4石 浜 明(tgilSt')mssnwytStt礁鎗S&ptEts:39・
工shihamaA,工keuchiT,&YuraT(1976)J.Biochem.79:917.
工shihamaA,IkeuchiT,MatsulnotoA,&YamamotoS(1976)J.Biochem.79=927.










































107.釧 昌za.辮{蹴 キ.ム 訟 恐 融 一 θ鴨 漁6圃 邸 情 麟 」稔 瀬:」Vtr!kp4S・
108.SanzayB(1979)J.Bacterio1・138:40・
・Q9.K。b。M,K。n。Y,N。k。m。 。・H,N・g…A・&…m・ ・。F(1979)GeneZ:153・
、、。.糾 想 博t(繍 博 理 弊)SLのStNh■Yb「 イ騰 憧)
lo6.
110a・vanOoyenAJ,deBoerHA,ABG,&GruberM(1975)Nature254:530.
111・Mizushima-SuganoJ,MiyajimaA,&KaziroY(1983)Mb1。Gbn.Genet.189=185.
112・Kings亡onRE,NiermanWC,&ChamberlinMJ(1981)J.Bio1.Chem.254:2787.
113・KingstonRE,&ChamberlinM∫(1981)Ce1127:523.
114・TraversAA(1980)J.Bacterio1.141:973.
115・CashelM,HamelE,ShapshakP,&Boquet(1976)in'℃ontrol9!fLRibosome
遮 主旦四(KjeldgaardNO,&MaaloeO,eds.),Munksgaard,Copenhagen:279.
116・TraversAA(1980)J.Mol.Bio1.141:91 .
117・OtaY,KikuchiA,&CashelM(1979)Proc .Nat1.Acad.Sci.USA.76:5799.
117a・HammingJ,超G,&GruberM(1980)Nuc.AcidsRes.8;3947.
118・GlserG,SarmientosP,CashelM(1983)Nature302=74.
119.SarmientosP,SylvesterJE,CostenteS,&CashelM(1983)Cel132:1337.
120.GourseRL,St二arkMJ,&DahlbergAE(1983)Cell32:1347 .
121・KenerleyME,MorganEA,PostLE,Lindah1L,&NomuraM(1977)J .Bacterio1.
132=931.
122.KissA,SainB,&Venet二ianerP(1977)FEBSI.ett .79:77.
123.GlaserG,&CashelM(1979)Ce1116:111.
124。GilbertSF,deBoerHA,&NomuraM(1979)Ce1117:211 .
-
125.YoungRA,&SteizJA(1979)Ce1117:225.
126.ShenW-F,SquiresC,&SquiresCL(1982)Nuc.AcidsRes .10:3303.
127・MussoR,DiLauroR,RosenbergM,&DeCro血bruggeB(1977)Proc .Nat1.Acad.
Sci.USA.74:106.
128・AibaH・AdhyaS,&deCrombruggheB(1981)J.Bio1 .Chem.256:11905.
129.LundE,&DahlbergJE(1979)Proc.Nat1.Acad.Sci .USA.76:5480.
130・deBgerH・&NomuraM(1979)J.Bio1。Chem.254=5609 .
131・BarryG・SquiresCL・&SquiresC(1979)Proc.Nat1 .Acad.Sci.USA.7634922.
131a・YoshinagaK・&SugiuraM(1977)Biochem.Biophys 。Acta479:172.
132・Nom「aT・1・hih・m・A・K・ji・aniM・T・k・h・ ・hiT
,N・k・d・N,&Y・shi。 。g。K(1984)
Mo1.Gen.Genet.193:8.
